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    令和４年玉村町議会第１回定例会会議録第１号       
 

令和４年３月１日（火曜日） 

                                         

議事日程 第１号 

   令和４年３月１日（火曜日）午前９時開議 

日程第 １ 諸般の報告 
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日程第１６ 議案第１４号 令和３年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第２号） 
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日程第２６ 議案第２４号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について 
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〇議長挨拶 

◇議長（石内國雄君） 着席願います。おはようございます。 

 令和４年玉村町議会第１回定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 新型コロナウイルスのオミクロン株による感染が全国各地に拡大し、なかなか収束する兆しが見え

ない中、玉村町では昨年１２月より、３回目のワクチン接種が始まりました。医療従事者の皆様をは

じめ、関係各位のご努力とご協力に対し、感謝を申し上げるとともに、一日も早い接種の実施と感染

の収束を願うところであります。 

 さて、令和４年玉村町議会第１回定例会が招集されましたところ、議員各位におかれましては、感

染症の拡大により、日々の暮らしに不安が広がる中、ご参集いただきましたことに対し、厚くお礼を

申し上げます。 

 今定例会は、令和４年度の玉村町の諸施策を展開する上での根拠となる条例や予算等の議案を審議

していただく大変重要な議会であります。開会後には、町長から令和４年度の玉村町の町政運営の基

本的な考え方となる施政方針が表明され、併せてその施政方針を実現するために必要となる諸施策や

予算等に関する重要な議案についても詳細な説明がなされるものと思います。議員各位におかれまし

ては、住民の負託に応えるため、各議案に対しあらゆる角度から慎重な審議を尽くされ、適正にして

妥当な議決が得られますよう願うところであります。 

 また、今定例会には１０名の議員から一般質問の通告がなされておりますが、充実した議会となり

ますよう活発な議論を期待するところであります。議員並びに町長をはじめ執行各位におかれまして

は、会期長き定例会となりますので、体調管理、感染症対策にも十分留意され、臨まれますようお願

い申し上げまして、挨拶といたします。 

                      ◇                   

〇表彰の伝達 

◇議長（石内國雄君） ここで、開会の前に表彰状の伝達を行います。 

 去る２月１７日に開催されました群馬県町村議会議長会の定期総会において、全国町村議会議長会

長から三友美惠子議員に全国町村議会議長会自治功労者表彰特別表彰が授与されましたので、ここで

この表彰状の伝達を行いたいと思います。 

 三友美惠子議員、演台の前にお進みください。 

              〔８番 三友美惠子君、演壇の前へ進む〕 

                  表   彰   状 

              群馬県町村議会議長会前副会長 三友 美惠子 殿 

      あなたは町村議会議員として議会の運営及び地域の振興発展に貢献された 

      功績は特に顕著であります。 

      よってここにこれを表彰します。 
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         令和４年２月８日 

                     全国町村議会議長会会長 南 雲   正 

              〔拍   手〕 

◇議長（石内國雄君） それではここで、全国町村議会議長会自治功労者表彰特別表彰を受賞されま

した三友議員よりご挨拶をいただきたいと思います。 

              〔８番 三友美惠子君登壇〕 

◇８番（三友美惠子君） 皆さん、おはようございます。ただいま全国町村議会議長会自治功労者表

彰特別表彰を承りました。 

玉村町議会議員として身に余る光栄と感謝しております。これもひとえに玉村町民の皆様、同僚議

員の皆様、町長、町職員の皆様のご支援とご協力のおかげと深く感謝申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症は、いまだに収束には至らず、また地球温暖化による気候変動、最近で

はロシアによるウクライナ軍事侵攻と、私たちの身の回りは目まぐるしく変化しています。不安ばか

りが募る現状ではありますが、町民福祉の向上、「暮らすなら、ここがいい。」を目指し、さらなる

玉村町の発展のため、より一層の努力をしてまいりたいと思っております。 

今後も皆様のご指導、ご鞭撻のほどをよろしくお願いいたします。皆様に受賞の御礼を申し上げま

して、私の挨拶といたします。 

 ありがとうございました。（拍手） 

◇議長（石内國雄君） この際ですので、議員を代表してお祝いを申し上げます。 

 三友議長におかれましては、昨年１０月２２日までの２年間、玉村町議会議長として、また群馬県

町村議会議長会副会長としての重責を担われ、これまで長きにわたり地方自治の発展と住民福祉の増

進のために、ご尽力をいただきましたことが認められたものであり、心からお祝いを申し上げます。

誠におめでとうございました。 

 以上をもちまして、表彰の伝達を終わります。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。９時２０分より再開いたします。 

   午前９時７分休憩 

                      ◇                   

〇開会・開議 

   午前９時２０分開会・開議 

◇議長（石内國雄君） 開会いたします。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。定足数に達しておりますので、これより令和４年玉村町

議会第１回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 
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 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第１ 諸般の報告 

◇議長（石内國雄君） 日程第１、諸般の報告を申し上げます。 

 初めに、監査委員から、地方自治法第１９９条第９項の規定による定期監査報告が、また同法第

２３５条の２第３項の規定による例月出納検査報告が議長に提出されております。１２月から２月に

実施されました監査・検査の結果につきましては、お手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第２ 会議録署名議員の指名 

◇議長（石内國雄君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員には、玉村町議会会議規則第１２７条の規定により、９番髙橋茂樹議員、１０番浅

見武志議員の両名を指名いたします。 

                      ◇                   

〇日程第３ 会期の決定 

◇議長（石内國雄君） 日程第３、会期の決定について。 

 本定例会の会期につきましては、去る２月２２日、議会運営委員会を開催し、審査をしております

ので、議会運営委員長の報告を求めます。 

 髙橋茂樹議会運営委員長。 

              〔議会運営委員長 髙橋茂樹君登壇〕 

◇議会運営委員長（髙橋茂樹君） おはようございます。令和４年玉村町議会第１回定例会が開催さ

れるに当たり、去る２月２２日午前９時より役場４階会議室において議会運営委員会を開催し、議事

日程を作成いたしましたので、ご報告申し上げます。詳細につきましては、お手元に配付してあると

おりでございます。 

 会期は、本日から３月１６日までの１６日間といたします。 

 今定例会に町長から提案される議案は、２３議案を予定しています。 

 概要につきましては、まず日程１日目の本日は、町長から令和４年度の施政方針が示されます。 

 次に、議案第３号及び議案第４号についてそれぞれ提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

 続いて、議案第５号から議案第７号までの３議案について一括提案説明があり、それぞれ質疑、討

論、表決を行います。 

 次に、議案第８号及び議案第９号についてそれぞれ提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

次に、議案第１０号から議案第１５号までの令和３年度補正予算関係６議案について一括提案説明

があり、それぞれ質疑、討論、表決を行います。 

 次に、議案第１６号から議案第２２号までの令和４年度予算関係７議案について一括提案説明があ



－7－ 

り、総括質疑の後、予算特別委員会を設置し、付託を行います。 

 次に、議案第２３号から議案第２５号までの３議案についてそれぞれ提案説明があり、質疑、討論、

表決を行い、散会となります。なお、本会議散会後、予算特別委員会が開催され、正副委員長の選出

を行います。 

 日程２日目は、休会とします。 

 日程３日目は、総務経済常任委員会が開催されます。 

 日程４日目は、民生文教常任委員会が開催されます。 

 日程５日目、６日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

 日程７日目は、午前９時開議、一般質問を行います。質問者は５人です。 

 日程８日目は、午前９時開議、一般質問を行います。質問者は５人です。 

 日程９日目は、休会とします。 

 日程１０日目は、予算特別委員会が開催され、総務経済常任委員会所管の歳入歳出質疑が行われま

す。 

日程１１日目は、中学校卒業式のため休会とします。 

 日程１２日目、１３日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

 日程１４日目は、引き続き予算特別委員会が開催され、民生文教常任委員会所管の歳入歳出質疑を

行い、予算特別委員会としての討論、表決を行います。 

 日程１５日目は、事務整理のため休会とします。 

 日程１６日目は、最終日となり、午前１１時から議会運営委員会が開催され、午後１時３０分から

全員協議会が開催されます。その後、本議会を午後２時３０分に開議し、予算特別委員会に付託され

た議案第１６号から議案第２２号までの７議案について、委員長の審査報告の後、質疑、討論、表決

を行います。 

 続いて、各委員長より開会中における所管事務調査報告と閉会中における所管事務調査の申出を行

い、閉会を予定しております。 

 以上申し上げたとおり、効率的かつ円滑な議会運営ができますよう各位のご協力をお願い申し上げ

まして、報告といたします。 

◇議長（石内國雄君） 以上で議会運営委員長の報告を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 令和４年玉村町議会第１回定例会の会期は、議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日か

ら３月１６日までの１６日間としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日から３月１６日までの１６日間とすることに決定いたしました。 
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                      ◇                   

〇日程第４ 町長施政方針 

◇議長（石内國雄君） 日程第４、町長施政方針について。 

 これより施政方針について町長の報告を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） おはようございます。令和４年度施政方針を報告させていただく前に、一言

ご挨拶申し上げます。 

 一昨年から世界中が新型コロナウイルス感染症の脅威に翻弄され、国内においても住民生活や社会

経済活動は、これまで経験したことのない甚大な影響を受け続けてきました。昨年末近くには、感染

が収束に向かったかと思われましたが、年明けから感染力の強いオミクロン株による第６波が急拡大

し、群馬県においてもまん延防止等重点措置が１月２１日から２月１３日まで適用されました。その

後も感染が収まらず、３月６日まで延長となっております。 

 現在、新規感染者数は若干減少傾向にありますが、いまだ先行きが見通せず、予断を許さない状況

が続いております。町では、既に３回目となるワクチン接種を開始しておりますが、町民の皆様にで

きるだけ速やかにワクチン接種が行えるよう、国や県、医師会や医療機関等と連携しながら、着実に

接種を進めてまいりますので、議員各位には引き続きご理解とご協力を賜りますようお願いいたしま

す。 

 また、皆さんもご存じのとおり、２月２４日にロシア軍によるウクライナへの侵攻が始まり、首都

キエフなどの複数の軍事施設が空爆され、集合住宅にもロケット弾が着弾するなど、民間人にも死傷

者が出ている状況です。当然ながら、武力行使は断じて認められるものではなく、公然と国際法を犯

したロシアに対し、日米欧は一斉に侵攻を非難しました。国連のグテレス事務総長も、涙をにじませ

ながら戦争の中止を訴えるなど、攻撃にさらされる罪なき市民を思うと悲しみに耐えません。国際法

に背く力による現状変更は断じて許されるものではなく、主権国家を武力によりねじ伏せ、属国化さ

せようとするロシアの行為を許すことになれば、世界全体の秩序が根底から覆ることになります。国

際社会は結束し、断固とした措置を取るべきだと強く思っているところです。 

 さて、このたび、三友美惠子議員におかれましては、全国町村議会議長会における自治功労者表彰

特別表彰を受賞されました。長年にわたる町議会議員としてのご功績が認められたものであり、心か

らお祝いを申し上げます。誠におめでとうございます。今後ともますますご活躍されますことをご祈

念申し上げ、お祝いの言葉といたします。 

 それでは、令和４度施政方針を申し上げます。令和４年玉村町議会第１回定例会の開会に当たり、

令和４年度の町政運営に対する方針及び予算の大要につきまして所信を申し述べ、町民の皆様並びに

議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げる次第であります。 
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 私が町長という重責を担わせていただいてから、早いもので３年目の春を迎えようとしております。

この間、町民並びに議員の皆様方には、多大なるご指導と、温かいご支援、ご協力を賜り、改めて厚

くお礼申し上げます。 

 私は、町長就任時、この場において、「町民本位の町づくり」のため、一部の奉仕者ではなく、全

体の奉仕者として、全力で邁進することを約束し、所信を申し述べさせていただきました。任期の折

り返しを迎え、３年目となる令和４年度も、その歩みを止めることなく、一歩一歩着実に、前に向か

って、未来に希望をつなぐ「町民本位の町づくり」を推し進めていきたいと思っております。 

 そのためにも、議員各位と意思疎通を密にし、職員と一丸となって引き続き全力を挙げて町政運営

に取り組んでいく所存でありますので、より一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。 

 さて、昨年を振り返りますと、一昨年来、世界各国に猛威を振るい続けている新型コロナウイルス

が、変異を繰り返しながら今なお感染者を増発し、我が国においても医療提供体制が逼迫するほか、

国民生活や社会経済活動にも多大な影響を及ぼし続けており、１００年に１度の危機とも言われる未

知のウイルスとの闘いに、手探りでの対応が続くという、まさにその対応に翻弄される１年でありま

した。昨年末頃には一時的に感染者が減少し、収束も近いものと期待をしておりましたが、今年に入

ってから感染力が非常に強いオミクロン株の感染者が急増し、本県でも「まん延防止等重点措置」が

適用されるなど、日々の暮らしにおいて深刻な事態は依然として変わらず、いまだ収束の見えない状

況が続いております。 

 これらに対応すべく、本町においても、町民生活の支援や地域経済の後押しにスピード感を持って

取り組んでまいりましたが、今なお感染者が後を絶たない状況の中、町民の皆様には、引き続き、感

染防止対策にご協力をいただいていることに、心から感謝申し上げるとともに、医療従事者の皆様や

エッセンシャルワーカーの皆様も、感染リスクを背負いながら、「国民の健康と命を守る」という使

命をもって、日々の業務に取り組まれているその姿勢に、この場をお借りして、改めて深く感謝と敬

意を表する次第であります。 

 このような状況の中、現在、本町では、コロナ克服に向けて、当初の予定を前倒しして３回目のワ

クチン接種を進めております。これまでの経験を踏まえて、ワクチン接種を希望される方々がよりス

ムーズに予約できるようＬＩＮＥでの予約のほか、コールセンターの設置や集団接種の充実など体制

を見直すとともに、ワクチンの確保や医療機関との調整に、職員も日夜全力を尽くしているところで

あります。今後も引き続き、平穏な日常を取り戻せるよう早急なワクチン接種の推進に全力で取り組

んでまいります。 

 こうした厳しいコロナ禍にあって、令和の新たな時代も早いもので４年目を迎えました。我が国で

は、少子高齢化の急速な進行によって人口減少社会にある中、地方創生の名のもと、限られた人口を

呼び込もうとする地域間の競争が激しさを増しております。一方、これまで恵まれた立地条件などか

ら人口急増により発展を遂げてきた本町においても、今では、かつて経験したことのない急激な人口
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減少と少子高齢化に直面しております。中でもピーク時には３，２００人いた小中学生の子どもたち

も、その半分まで落ち込む事態に陥っているのが現状であります。 

この難局を乗り越え、先人が築き上げてきた「ふるさとたまむら」を次の世代にしっかりと引き継

いでいくことが、私に課せられた最大の使命であると捉え、地方創生の深化に向けて、「問題を先送

りしない」という信念を持って、「たまむらの未来を担う人づくり」や「本町の持続的な発展を牽引

する企業誘致」など「未来への投資」に果敢に挑戦し、力強く推し進めてまいります。 

そして、新しい未来に希望をつなぐまちづくりの足かけを築いていくため、今後においては、持続

可能な開発目標であるＳＤＧｓの理念を取り入れながら、誰一人取り残さない持続可能で魅力あるま

ちづくりを町民の皆様とともに一丸となって進めていきたいと思っております。 

これから新年度を迎えるに当たり、私は、そうした思いを胸に、改めて初心に立ち返り、心新たに

不退転の決意で、町民本位の町政運営に全身全霊で取り組んでまいる所存でありますので、重ねて、

より一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。 

それでは、令和４年度の町政運営の基本方針とその概要についてご説明いたします。 

現在、国においては、医療提供体制や検査体制の確保、ワクチン接種の促進、感染防止対策の徹底

により、コロナ克服に万全を期すとともに、コロナ後の新しい社会を見据え、「成長と分配の好循環」

と「コロナ後の新しい社会の開拓」をコンセプトとする新しい資本主義の実現に向けた戦略を国主導

で推進し、安全・安心を確保する防災・減災、国土強靭化、２０５０年カーボンニュートラルを目指

すグリーン社会の実現、デジタル時代にふさわしい効果的な人材育成・質の高い教育の実現を図るた

めのデジタル化の推進、人づくり革命における子育て支援や賃上げの促進、地方活性化に向けた基盤

づくりなど、「分配なくして次の成長なし」とする岸田内閣の指針に基づき、成長戦略における成長

の果実をしっかりと分配することで、次の成長を実現する全ての世代が支え合う持続可能な全世代型

社会保障制度の構築を柱とした分配戦略を推進するとしております。 

一方、財政健全化に向けては、コロナ対策への巨額な投資により国の債務超過が過去最大の６６５兆

円にも上るという状況の中、２０２５年度の国と地方を合わせた基礎的財政収支、いわゆるプライマ

リーバランスの黒字化を目指すとし、これまでと同様の歳出改革努力を継続することから、経済再生

と財政健全化の両立に向けて、引き続き、厳しい財政運営を強いられることが避けられない状況とな

っております。 

このように、国・地方を通じて厳しい状況下にあって、本町の財政状況は、令和２年度決算で見る

と、プライマリーバランスについては、平成２９年度以降黒字を確保しておりますが、財政構造の弾

力性を示す経常収支比率については改善傾向にはあるものの、令和２年度決算では、９０．９％と依

然として高い状況が続いており、政策的経費や臨時的な財政需要に対して十分に余裕のない、いわゆ

る硬直化した財政構造となっているのが現状であります。 

こうした中、本町では、直面する新型コロナウイルス感染拡大という未曾有の事態に対処するため、
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町民生活と地域経済を守ることを最優先に、積極的な財政出動を重ねながら、スピード感を持って様々

な対策を講じてきたのはご案内のとおりであります。 

しかしながら、オミクロン株による感染者が急増し、いまだ収束が見通せない状況下においては、

感染症の様々な影響が今後も相当期間継続するものと想定し、引き続き、国の施策と歩調を合わせな

がら、機動的な財政出動により、適宜的確な対策を講じていく必要があります。 

そして、本町の「持続的な発展と魅力あるまちづくり」のためには、町民生活の安全・安心の確保

をはじめ、超高齢社会への対応、子育て支援や教育環境の充実、産業振興や地方創生への取組など、

これまで以上に力強く推し進めていく必要があります。さらに、少子高齢化に伴う社会保障関連経費

の増加をはじめ、特に、少子化対策では、若い世代への子育て支援や教育環境の充実はもとより、長

寿社会を見据えた福祉施策、災害対策や公共施設の老朽化への対応など、山積する行政課題を着実に

解決し、質の高い行政サービスを次世代に引き継ぐためには、将来にわたり持続可能な行財政運営に

努めていく必要があると考えております。 

また、令和３年度は、「第６次総合計画」の初年度として、町が目指す新たな将来像の実現に向け

たスタートを切る重要な１年でもありました。２年目を迎える本計画では、これからのまちづくりの

柱となる「６つの重点目標」について、これまで培ってきた経験を生かしつつ、ポストコロナの持続

的な成長基盤として国が示す４つの原動力「グリーン化」、「デジタル化」、「地方の活性化」、「子

ども・子育て支援」との歩調を図りながら、ウィズコロナ時代を勝ち抜くための「ニューノーマル」

の視点も踏まえた上で、各施策の着実な取組を推進していかなければなりません。 

このような観点から、令和４年度の予算編成に当たっては、コロナ禍に伴う町民の暮らしや価値観

の変化を敏感に捉えながら、地域経済の回復はもとより、グリーン社会の実現やデジタル化の加速、

たまむらならではの地方創生など、ポストコロナを見据えた諸施策に引き続き取り組むとともに、本

町がこれまで重点施策として進めてきた子育て支援や教育環境の充実をはじめ、長寿社会を見据えた

地域福祉、防災・減災対策、賑わいを創出する未来への投資などの取組については、「将来にわたり

持続的に成長できるまち」を目指して、引き続き、推進していけるよう配慮いたしました。 

これらの考えに基づき編成した令和４年度の予算は、引き続き、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止と社会経済活動の両立を図りながら、昨年４月からスタートした「第６次総合計画」におい

て、町が目指す将来像「暮らすなら、ここがいい。」を実現すべく編成いたしました。 

具体的には、まちづくりの柱となる「６つの重点目標」を着実に推進するとともに、「将来にわた

って持続可能な行財政運営」を堅持するという必要性に鑑み、緊急度、優先度を踏まえた「歳出の重

点化」と中長期的な視点から安定的な税収基盤の確立に向けた「未来への投資」を基本として、「新

型コロナウイルス感染症対策の徹底」、「防災・減災の強靭なまちづくりの推進」、「人生１００年

時代の長寿社会を見据えた地域福祉の推進」、「賑わいを創出する未来への投資」、「子どもの未来

に希望をつなぐ環境づくりの推進」、「コロナ禍でも子どもたちの学びを保障する教育の推進」、「地
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方創生・総合戦略」の全７分野に予算の重点配分を行いました。特に、若い世代の育児と仕事の両立

をサポートし、「たまむらの未来を担う人づくり」を進めるため、「子育て支援や教育環境の充実」

をはじめ、人生１００年時代の長寿社会を見据えた「高齢者の健康づくり」、地方創生の深化に向け

た「ＳＤＧｓの推進」、「本町の持続的な発展を牽引する産業振興」など「未来への投資」は、積極

的な取組が進められるよう重点的な予算配分を行いました。 

その結果、一般会計予算の総額は、１１６億９，０００万円、対前年度比０．１％の減となりまし

たが、財源確保が極めて厳しい状況の中、町民生活や地域経済回復の後押しにしっかりと向き合い、

これまでの行政サービスの水準を後退させることのないよう、コロナ克服と収束後の社会、地方創生

を見据えた「新しい未来に希望をつなぐ予算」として、編成を行いました。 

また、国民健康保険特別会計をはじめとする４つの特別会計の予算総額は、６４億３，５７５万

７，０００円、水道事業会計及び下水道事業会計の２つの企業会計の予算総額は、２７億９，０１６万

２，０００円となり、一般会計を含めた全会計における予算総額は、対前年度比１．２％増の２０９億

１，５９１万９，０００円となりました。 

各会計の詳しい内容につきましては、それぞれの予算案の中でご説明させていただきます。 

今後においても、当面の間、コロナ禍への対応に追われることが予想されますが、コロナ禍に踏み

とどまることなく、町民の皆様の笑顔が未来への活力を生み出し、そして、玉村町の未来を創るとい

う思いで、コロナ収束と町内経済再生に向けて、ちゅうちょすることなく必要な財政支援を行いなが

ら、緊張感、スピード感を持って諸施策に取り組んでいくことを約束し、令和４年度の町政運営に当

たってまいります。 

それでは、「第６次総合計画」の「６つの重点目標」に沿って、主な取組についてご説明いたしま

す。 

まず、重点目標①として、「「わざわい」から生命と財産をまもる」について、ご説明申し上げま

す。 

初めに、直面する喫緊の課題である「新型コロナウイルス感染症」への対応です。 

新年度では、コロナ禍で疲弊した社会から、町民の皆様が安心して過ごせる日々を取り戻すため、

引き続き、「町民の暮らしと地域経済を守る」ことを最優先に、「感染拡大防止」、「町民生活の安

定化」、「地域経済の回復」を３つの柱として、立ち止まることなく、コロナ克服と収束後の社会を

見据えた戦略的な事業展開を図ってまいります。 

具体的には、「新型コロナウイルス感染症対策の徹底」として、まず、感染拡大防止対策では、コ

ロナ克服に向けて３回目となるワクチン接種を力強く推し進めるほか、マスクや消毒液等の基本的な

感染防止対策の備えや、感染者が発生した町内業者が行う施設内の消毒等の緊急安全対策を支援する

とともに、万一、学校等の子どもに関わる施設において感染者が発生した際には、感染拡大防止対策

として拡大ＰＣＲ検査を実施してまいります。 
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また、町民生活の支援では、長引くコロナ禍の影響により、住民税非課税相当まで家計が急変した

世帯を応援するため、１世帯当たりに５万円を給付するとともに、低所得世帯の子ども１人当たりに

２万円の商工会商品券を交付するほか、コロナ禍で広がる子どもの産み控えの対策とともに、子育て

世代の応援として、新生児１人当たりに３万円の商工会商品券を交付し、町内経済活性化の後押しに

つなげてまいります。 

加えて、万一、新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者等になった方々が、県在宅支援センターの

支援の対象外になってしまい、家族や友人等から買い物の協力が得られず、支援が必要となった際に

は食料等の支援を行うとともに、長引くコロナ禍における「生理の貧困」への支援として、経済的に

逼迫する生活困窮世帯に、生理用品の無料配布を行ってまいります。 

教育面においては、生活支援が急務となっている就学援助費受給世帯の中学校３年生の子ども１人

当たりに高校進学準備金として、５万円を給付するとともに、コロナ禍で再び休校になっても学びを

保障する１人１台のタブレット端末の効果的な活用を図るため、子どもたちが日常的にＩＣＴを活用

できるクラウド型デジタル教材を小学校に導入して実践研究するほか、在宅での学びを保障するＷi

―Ｆi モバイルルーターの貸出し支援を行ってまいります。 

町内事業者の支援では、事業者の経営維持・継続を支援するため、コロナ禍の影響を受けた事業者

に対する緊急経済対策資金として制度融資を継続するとともに、売上げが減少した小規模事業者には、

新たに１０万円を支援してまいります。また、農業者の支援では、コロナ禍の影響により、市場価格

の低迷等が懸念される「田園都市たまむら」ならではの麦について、次期作に前向きに取り組む生産

者を支援し、新たな需要喚起につなげるため、麦種子購入のための一部助成を行ってまいります。 

さらに、コロナ禍に伴う緊急経済対策として、町内事業者への発注を条件とした住宅等リフォーム

支援事業を実施し、地域経済回復の後押しを推進してまいります。 

これらのほか、新型コロナウイルスに対する忌避意識から、感染者やその家族等が不当な差別、誹

謗中傷を受ける事案が後を絶たないことから、「ＳＴＯＰ！コロナ差別対策運動」を継続するととも

に、感染拡大の影響等により、内定取消しとなった学生や離職者等を優先に、会計年度任用職員とし

て緊急雇用を行ってまいります。また、国の「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」として、

新型コロナウイルス感染症への対応と少子高齢化への対応が重なる最前線で働く民間事業者の保育士

や幼稚園教諭、放課後児童支援員等の賃上げによる処遇改善を図ることで、事業継続と人材確保のた

めの支援を行うとともに、民間事業者との賃金格差の均衡を図るため、公立の保育関連施設で働く会

計年度任用職員の処遇改善も併せて行ってまいります。 

次に、防災・減災対策及び消防体制の充実です。近年、大型化している台風をはじめ、集中豪雨や

記録的な猛暑、頻発化する地震など、全国各地で自然災害が激甚化し、かつ広域化していることから、

平時からソフト、ハードの両面において万全の備えを行うことが重要であると認識しております。そ

のような大規模な自然災害から「町民の生命と財産」を守るとともに、被害の低減を図り、災害に強
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いまちづくりを推進するため、「玉村町国土強靭化地域計画」に基づき、諸施策に積極的に取り組ん

でまいります。 

まず、頻発化し激甚化する大規模な自然災害に柔軟に対応するため、地域防災力の向上を目的に策

定した「消防団再編実施計画」における第１期再編の１か所目となる第９分団及び第１０分団の統合

を行うことから、統合後の活動拠点となる上陽分団詰所を建設するとともに、統合後の上陽分団の消

防力強化を図るため、２台目となる軽可搬式消防ポンプ自動車を導入するほか、第１期再編の２か所

目となる第３分団及び第４分団の統合を進めることから、南分団詰所建設に向けて、実施設計に着手

してまいります。 

また、各避難所施設における防災備蓄倉庫の防災用非常食や資機材等について、平時における備蓄

品の充実を図るほか、災害等により、生活に不可欠な上水道が長期の断水状態になった際に、浄水場

や前橋市との相互応援連絡管から離れた芝根地域に生活雑用水を確保するため、非常災害時の避難所

となる芝根小学校に「防災井戸」を整備するとともに、大規模自然災害が頻発化する中、見直しが行

われた浸水想定区域や警戒レベル、マイ・タイムライン等の避難情報を反映した新たな「総合防災マ

ップ」を作成してまいります。加えて、平時の備えとして、万一、大規模地震が発生した際に、被災

した建築物が、その後の余震等による倒壊や物の落下等により、人命に危険を及ぼす二次災害を引き

起こすおそれがあるため、被災時の危険度判定作業が円滑に行えるよう、「被災建築物応急危険度判

定街区マップ」の作成を行うとともに、判定用資機材の備蓄品について計画的に充実を図ってまいり

ます。 

さらに、ＳＤＧｓ推進の観点からも、２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けて、環境に優

しい新エネルギー導入の推進として、家庭における温室効果ガスの排出を抑制し、災害時の停電に備

えるため、太陽光発電システム設置の補助要件を拡充するほか、蓄電池設備の設置費の一部助成を新

たに行うとともに、地震等の災害から町民の生命、身体及び財産を守るため、道路等に面する倒壊の

おそれのある危険ブロック塀等の撤去費の一部助成を新たに行うなど、町民と行政が一丸となって取

り組む「防災・減災の強靭なまちづくり」の推進を図ってまいります。 

次に、防犯体制の充実では、防犯カメラやＬＥＤ防犯灯の適切な維持管理、新規設置のほか、地域

における自主防犯組織の活動を積極的に支援し犯罪抑止を図るとともに、依然として高齢者等を狙っ

た悪質な振り込め詐欺などの犯罪が後を絶たない状況にあることから、特殊詐欺等被害防止対策とし

て、防犯機能を備えた電話機等の購入助成を引き続き行ってまいります。 

次に、交通安全対策の充実です。地元区から要望が高いカーブミラーや区画線、路面標示等の充実

を図るとともに、緊急安全点検により不具合が見つかったカーブミラーへの対応など、交通安全施設

の充実に努めてまいります。また、高齢ドライバーによる交通事故の未然防止を図るため、６５歳以

上の高齢運転者を対象に運転免許証を自主返納しやすい環境づくりを引き続き推進してまいります。 

続きまして、重点目標②として、「子どもを育て未来をつくる」について、ご説明申し上げます。 
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まず、子育て支援環境の整備充実です。コロナ禍において、全国的な子どもの出生数のさらなる減

少が懸念される中、少子化対策は喫緊の課題であり、町を挙げて子育て世代を全力で応援するため、

「親が働きながら子どもを安心して産み育てられる環境づくり」を積極的に進めてまいります。 

本町では、これまでに、子育てしやすい環境づくりのため、保育所及び放課後児童クラブの待機児

童解消対策として、新規保育所の誘致や余裕教室等を活用した学校施設内での放課後児童クラブの開

設により受け皿の整備を進めてきました。 

しかしながら、保育現場では、コロナ禍と相まって保育士の人材不足が深刻な状況に陥っているの

が現状です。そのため、保育を必要とする全ての子どもたちが入所できるよう待機児童対策に継続的

に取り組む必要があることから、新年度では、子どもの年度途中の入所を見据え、あらかじめ基準を

超えて年度当初から保育士を確保し、子どもの受け皿の拡充を図った民間保育事業者に新たに補助金

を交付し、事業の継続を支援することで、待機児童ゼロを継続的に進められるよう受け皿の確保に努

めてまいります。 

また、昨年４月から議員の皆様方にご理解をいただいて、子育て支援のさらなる充実として実施し

ている国の基準では幼児教育・保育無償化制度の対象とはならない保育所、幼稚園等の「第２子保育

料及び副食費」の無償化を継続し、子育て世代の経済的な支援を積極的に行うことで、子どもをもっ

と持ちたいと望むカップルの希望をかなえるとともに、広く若い共働き世帯の転入や定住を促進し、

人口増加と安定的な税収確保を目指してまいります。 

加えて、子どもの貧困対策では、子どもの成長を社会全体で支えるため、「子ども食堂」や「学習

支援」に取り組む民間活動がより広がるよう積極的に支援するとともに、ひとり親家庭の小学生の子

どもを対象とした無料学習支援を引き続き実施し、町の未来を担う全ての子どもたちが笑顔で夢と希

望を持って健やかに成長できるよう支援してまいります。 

また、児童虐待問題では、依然として深刻な虐待事件が後を絶たず、社会全体で取り組むべき重要

な課題となっているため、関係機関と連携し、虐待通告や相談に対してリスクレベルに応じた継続的

かつきめ細やかな支援、見守り体制を強化し、問題を抱えている子育て世帯への迅速かつ適切な対応

を行ってまいります。 

さらに、「国際教育特区」である本町の魅力を高めるため、町内全ての保育所や幼稚園等において、

子どもたちが外国人講師と楽しく遊びながら英語に親しむ機会を提供し、子どもの頃から英語に触れ

る環境の底上げを図ることで、保育の質の向上及び英語教育活動の充実に努めてまいります。 

なお、小中学生の給食費一部免除、ファミリー・サポート・センターによる病児・病後児預かり利

用料の一部助成の拡充のほか、就学援助費については、支給基準の見直しを行い、対象世帯の拡充を

図るなど、今後においても、子育て世代の育児と仕事の両立をサポートする切れ目のない支援により、

若い世代が安心して子どもを産み育てられる環境づくりを進めるとともに、若い世代を町に呼び込み、

子育て世代から「住みたいまち」として選ばれる環境づくりを進めてまいります。 
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次に、教育環境の整備充実です。コロナ禍で教育を取り巻く環境は大きく変化し、子どもたちとの

向き合い方に難しさが増す中、本町の教育発展と未来を担う人づくりを進めるため、教員の人材育成

をサポートする幅広い教育的知見を持った「キャリア・サポート・スタッフ」を配置してまいります。

また、教員の事務作業を補助する「スクール・サポート・スタッフ」及び中学校における「部活動指

導員」の配置など継続的な人的支援により、教員がきめ細やかな指導ができるよう子どもたちと向き

合う時間を確保し、教員の多忙化解消対策にもつなげていきたいと考えております。 

加えて、生徒にとって望ましい持続可能な部活動と学校現場の働き方改革の実現に向けて、休日の

部活動の段階的な地域移行や合同部活動等の推進に関する実践研究を行ってまいります。 

一方、児童生徒の学び方改革の推進では、今回の感染拡大のような事態が生じても、学びの継続を

確保できるオンライン教育のニーズが高まっていることから、国が進めるＧＩＧＡスクール構想の推

進と歩調を合わせ、これからの時代に不可欠となる１人１台のタブレット端末の効果的な活用に必要

な指導者用デジタル教科書等の教材充実を図るとともに、コロナ禍でも学びを保障するオンライン学

習を一層推進してまいります。 

学校施設の整備充実では、竣工から３５年が経過する老朽化した南中学校のトイレ環境を改善し、

学校施設の質的向上を図るため、実施設計に着手してまいります。 

外国人子女の支援では、日本語の習得が必要な外国籍の子どもたちの増加に伴い、小学校では中央

小学校、中学校では南中学校を日本語教室の拠点として、きめ細やかな指導の充実を行っております。

今後は、県立女子大生との連携をさらに深め、子ども一人ひとりの状況に応じた適切な支援体制の充

実を図ってまいります。 

不登校の問題では、ふれあい教室による一人ひとりの気持ちに寄り添った教育支援を行うとともに、

通級教室では、特別な支援を要する子どもたちの増加に伴い、本教室での幼児対応に加え、小学生は

玉村小学校、中学生は玉村中学校に拠点を置き、それぞれの発達段階に応じたきめ細やかな指導及び

支援の充実を図ってまいります。 

続きまして、重点目標③として、「元気に年を重ねられる町をつくる」について、ご説明申し上げ

ます。 

まず、地域福祉、高齢者福祉、障がい者福祉の充実です。人生１００年時代の長寿社会を見据え、

「高齢者になっても、いつまでも健康で暮らせるまちづくり」を目指し、生涯にわたり元気で生き生

きと安心して暮らすことができるよう、「高齢者の健康づくり」を核とした健康寿命の延伸対策、フ

レイル予防、健康づくりのための環境整備、社会参加の促進など、地域ぐるみで健康長寿に向けた取

組を強化してまいります。 

また、障がい者の日常生活の支援や医療的ケアの促進をはじめ、地域の支え合い・助け合い、あら

ゆる世代の活躍の場づくり、多様な就労機会の確保、８０５０問題やひきこもり、ダブルケア、ヤン

グケアラーへの対応など、地域共生社会の実現に向けた取組をこれまで以上に進めてまいります。 
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新年度では、そのような地域共生社会の実現に向けて、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズ

に対応する包括的な支援体制を構築するため、介護、障がい、子ども、生活困窮といった分野ごとで

はなく「属性を問わない相談支援」、「参加支援」及び「地域づくりに向けた支援」の３つの支援を

一体的に行う「重層的支援体制整備事業」を創設し、先進的な取組とともに、全１２のメニューで総

合的に相談支援等のサービスを実施してまいります。 

具体的には、医療・介護・保健・福祉の側面から高齢者を支える「地域の総合相談窓口」として、

これまで介護保険特別会計で行ってきた「地域包括支援センター事業」を一般会計化し、機能強化を

図り運営するとともに、「地域介護予防活動支援事業」及び「生活支援体制整備事業」についても同

様に一般会計化を図ってまいります。 

その「地域介護予防活動支援事業」のうち、「介護予防サポーター養成事業」では、介護予防に関

する知識や技術を習得する講座を開催し、健康サポーターやフレイル予防サポーターなど多様な介護

予防サポーターを養成するとともに、筋トレや居場所など地域で活躍する住民主体のボランティア活

動を先進的に推進してまいります。 

また、「ふれあいの居場所づくり事業」では、年齢や性別を問わず、地域住民の誰もが集い、地域

の担い手として活躍できる交流の場として、居場所づくりを行い、筋トレなど高齢者の健康づくりを

推進するとともに、生きがいや楽しみを通じて健康寿命の延伸に結びつけていけるよう輪を広げてま

いります。 

さらに、「生活支援体制整備事業」では、協議体を中心に住民主体の多様なサービスの創出を進め

るとともに、高齢者に寄り添った地域の多様な主体による重層的なネットワークの構築や健康寿命の

延伸、やりがいや生きがい、地域づくりを推進する取組を行ってまいります。 

障がい福祉の増進では、「基幹相談支援センター」に専門資格を有する職員を配置し、障がい者に

対する相談支援機能の強化充実を図るとともに、地域移行・地域定着の取組を推進するほか、障がい

によって働くことが困難な障がい者の日中の活動をサポートする「地域活動支援センター」の機能を

強化し、職員体制を整え、創作的活動や生産活動、地域交流など、地域に根差した生活支援の促進を

図ってまいります。 

子育て支援では、子育て世代が安心して子どもを産み育て、働くことができるよう妊娠・出産・子

育てに関わる様々な相談に応じ、必要な情報、サービスの提供など、妊娠から子育てまでの切れ目の

ない支援を行う拠点として、「子育て世代包括支援センター」の充実を図ってまいります。 

「生活困窮者自立支援事業」では、ハローワークや若者サポートステーションなどの外部機関と連

携し、オンラインでの面接環境を整備するなど生活困窮者に対する自立支援や相談支援、就労支援な

どを積極的に行ってまいります。 

「生活困窮者支援等のための共助の基盤づくり事業」では、複雑化する地域課題に的確に対応し、

生活困窮者を地域で支える体制の構築として、地域を巻き込み、住民パワーを活用した課題解決など、
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住民同士が支え合う絆の深い共助の基盤づくりを行ってまいります。 

「参加支援事業」では、「ひきこもり」など新たな社会問題の課題解決に向けて、既存の取組では

対応できないはざまのニーズについて、就労支援や見守り、居住支援とともに、「ひきこもり家族会」

の開催や、黄色い椅子を目印とした「なにもしなくていい居場所」の設置などを行い、社会とのつな

がりの回復に努めてまいります。 

「アウトリーチ等を通じた継続的支援事業」では、コミュニティソーシャルワーカーの配置による

総合相談窓口の充実とともに、アウトリーチ活動やローラー作戦により、支援を必要とする方々に継

続的につながり続ける機能の構築を図ってまいります。 

「多機関協働事業」では、複雑化する社会問題の課題解決に向けて、多職種連携・官民協働による

持続的な支援体制の構築を図るととともに、困窮世帯を取り巻く支援関係者全体を調整する機能の構

築を図ってまいります。 

以上が、重層的支援体制整備事業の概要となりますが、地域共生社会の実現に向けて、誰一人取り

残さない「我が事・丸ごと」の本町ならではの先進的な取組を進めてまいります。 

これらのほか、地域福祉の充実では、町内におけるフードバンクやフードドライブの取組が広がっ

ていることから、ＮＰＯ法人との連携により、ＳＤＧｓの推進として食品ロスの削減を図るとともに、

地域福祉の増進のため、様々な理由で食糧支援が必要となる生活困窮世帯等に対するフードバンク事

業を展開してまいります。 

高齢者福祉の充実では、コロナ禍によって外出の機会が減少し、フレイルのリスクも高まっている

ことから、身近な地域で自身の介護予防に取り組む「筋力向上トレーニング」をはじめ、「あおぞら

体操」の推進や、健康相談・健康指導の充実など、高齢者が主体的に活動に取り組めるよう、「ふれ

あいの居場所づくり」における多種多様な活動を積極的に進めるとともに、民生委員の見守り活動な

どと連携しつつ、地域社会との「つながり」をしっかりと保ちながら高齢者が安心して暮らせるよう

サポートしてまいります。 

また、掃除や洗濯等の支援が必要な高齢者の生活の多様な困り事の解決を図る住民主体のボランテ

ィア活動を新たに支援し、それら「活動の輪」が、より広がるよう事業の継続性を高めるとともに、

ボランティアの生きがいの促進を図ってまいります。 

さらに、「認知症サポーター養成事業」では、団塊の世代全てが７５歳以上となる２０２５年まで

に、認知症サポーターの上級者となるオレンジサポーターによる「チームオレンジ」の配置が全市町

村で求められており、先般、全国キャラバン・メイト連絡協議会における２０２１年度の優良活動事

例として、「チームオレンジ上飯島第１」が、「チームオレンジ取組事例」部門で特別賞に輝きまし

た。この特別賞は、認知症の人やその家族が交流を通したメンバーによる声かけや見守りなど、地域

を歩いて回る安全確認のボランティア活動の取組が高く評価されたもので、このような共助の輪が広

がるよう、たくさんのサポーターを養成し、「チームオレンジ」の構築及び配置促進を図ってまいり
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ます。 

障がい福祉の充実では、多岐にわたるサービスの需要が益々高まっており、特に、特別な支援を要

する子どもたちの増加が顕著となっていることから、医療的ケアの充実を図るとともに、のびやか発

達相談における心理相談員による個別相談や指導、保育所、幼稚園等への巡回相談などにより、幼児

期から疾病等の早期発見に努め、保護者の育児不安の解消を図ることはもちろん、適切に医療や障が

い福祉サービスへとつなげていくことにより、障がい者が、住み慣れた地域で、障がいのない人と同

じように暮らし、自立して社会に参加できる共生社会の実現を進めてまいります。 

次に、社会保障の充実では、国民健康保険及び後期高齢者医療特別会計の特定健診やしなやか健診

をはじめ、受診結果に基づいた保健指導等の取組により被保険者の健康づくりを推進し、特別会計そ

れぞれの保険医療制度の安定した運営を図るとともに、中学校卒業までの医療費無料化をはじめとす

る福祉医療制度の充実により、健康の保持及び増進を図ってまいります。 

また、介護保険特別会計では、地域包括ケアシステムの深化に向けて、介護予防に重点を置いた多

様なサービスや、協議体を中心とした生活支援の充実により、みんなで支え合う地域の基盤づくりを

推進し、介護保険料の抑制にも努めていきたいと考えております。 

次に、保健予防・健康づくりでは、各種検診の受診率向上に取り組むとともに、より多くの町民が

常日頃から自らの健康に関心を持ち、主体的に生活習慣病の予防や改善、健康増進に取り組むことで、

健康寿命の延伸につなげていけるよう、健康づくり推進協議会や食生活改善推進員協議会の活動をよ

り活発化し、バランスの取れた食生活の実践や定期的な各種検診の受診、フレイル予防などの普及啓

発活動に取り組んでまいります。 

次に、地域医療の充実では、コロナ禍により医療提供体制も大きく変化していくことから、伊勢崎

佐波医師会との連携により、町民誰もが安全・安心な診療が受けられるよう、引き続き休日及び夜間

における小児医療を含む救急医療体制や、休日における歯科診療体制を確保するとともに、看護師養

成所の支援を行ってまいります。 

次に、生涯学習の推進です。地域における生涯学習活動の啓発及び推進を図るとともに、さわやか

教室をはじめとする町民各種講座の開催など、時代の要請に応じた学習機会の提供を行ってまいりま

す。 

加えて、新年度では、人生１００年時代を見据えた高齢者の健康づくりの推進として、群馬県長寿

社会づくり財団と連携し、音楽を楽しみながら心身の若返りと認知症予防を図る「若返りリトミック

講座」や心身ともに健康を推進する「タッピングタッチ講座」を開催してまいります。 

また、バラボランティアの方々が育成する「ばら」の鑑賞機会の提供や、公民館利用団体の学習成

果の発表の場として、「ばらまつり」や「文化センターまつり」を開催し、ボランティア活動の意欲

向上と生涯学習活動の参加を促進するとともに、コロナ禍による閉塞感から笑顔で明るい未来に向か

うよう、生きがいづくりと住民主体の活動の輪を広げていきたいと考えております。 
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次に、スポーツの振興です。町民誰もが、それぞれのライフステージに応じて、いつでも気軽にス

ポーツ・レクリエーション活動に取り組むことができるよう、スポーツ施設における環境整備の充実

のほか、町民体育祭や町民スポーツ教室などに取り組み、町民の心身のリフレッシュと健康の保持増

進を図ってまいります。 

なお、町民体育祭では、ふれあいを合い言葉に「いつでも、どこでも、みんなで」できるスポーツ・

レクリエーションに開催方法を見直し、町民誰もが参加し、体験できる形で、体力の向上・健康の保

持増進に資する体育祭にしたいと考えております。また、町民スポーツ教室では、これからの長寿社

会を見据えた高齢者スポーツ教室や健康づくり教室など多様なメニューで、町民の健康づくりと健康

寿命の延伸につなげていきたいと考えております。 

さらに、長寿命化改修工事が終了し、４月からリニューアルオープンする社会体育館では、トレー

ニングルームの空調設備をはじめ、シャワー室を設置するなど利便性の向上を図っておりますので、

あらゆる世代のたくさんの方々が健康づくりに利用していただけるよう、清潔で快適な利用環境の維

持継続に努めてまいります。 

次に、人権の尊重・男女共同参画の推進です。人権問題では、人権教育に関する啓発活動の充実を

図るため、「守るべきは平和と人権、なくすべきは戦争と差別」について考える平和記念映画「いし

ぶみ」の上映会を行うなど、町民一人ひとりが、人権に対する正しい知識と認識を深めていけるよう

努めてまいります。 

また、男女共同参画では、「ジェンダー平等を実現しよう」というＳＤＧｓの目標に向かって、性

別にとらわれることなく、女性のキャリアと子育ての両立をはじめ、ＬＧＢＴへの差別の排除や理解

を促すための社会活動など様々な課題解決に向けて、講演会の開催や普及啓発活動に取り組んでまい

ります。 

続きまして、重点目標④「生活しやすい環境をつくる」 について、ご説明申し上げます。 

まず、生活環境の充実では、スズメバチによる被害から町民生活を守るため、引き続き、巣の駆除

費用の一部を助成してまいります。また、空き家対策では、適切に管理が行われていない空き家の自

発的な除却を促進し、景観の向上や居住環境の改善など適正な管理を促すため、引き続き、除却費用

の一部を助成してまいります。 

次に、環境保全・環境共生の推進では、環境基本計画に基づき、社会情勢や環境課題の変化に適切

に対応し、本町が目指すべき環境負荷の少ない持続可能な社会を実現するため、重点的に取り組む施

策・ＳＤＧｓを推進してまいります。 

本町では、ＳＤＧｓの理念に基づき、非常災害時における強靭化と脱炭素化社会に向けた取組の呼

び水となるよう役場庁舎の空調設備の更新や照明のＬＥＤ化に合わせて、環境負荷を抑制する太陽光

発電及び蓄電池システム設備の導入を本年１月に完成させたところでございます。新年度では、家庭

においても地球環境問題への理解を深め、環境に優しい再生可能エネルギーの導入を推進するため、



－21－ 

太陽光発電及び蓄電池システム設備の設置費の一部助成を行ってまいります。 

次に、廃棄物処理体制の充実では、循環型社会を推進するＳＤＧｓの観点から、生ごみ処理機の購

入助成や古紙類の集団回収及び拠点回収を引き続き推進するとともに、古着や雑古紙などのステーシ

ョンによる回収の定着化により、資源化の促進を図るほか、クリーンセンターの老朽化に対応するた

め、引き続き、長寿命化改修工事を行ってまいります。 

次に、河川の保全・公園緑地の充実では、誰もが安心して安全に利用できるよう適切な公園施設の

維持管理を行うほか、北部公園ではトイレの洋式化を進めるとともに、地域における小規模な公園に

ついては、効果的な利活用を図るため、地域住民との協働管理を継続的かつ積極的に進めてまいりま

す。 

次に、土地利用の推進・市街地の形成です。賑わいを増す道の駅玉村宿では、一般利用者の増加や

大型車による普通車枠への駐車により、駐車場不足が生じていることから、利用者の安全確保と利便

性の向上を図るため、駐車場の拡張工事を２か年にわたり行ってまいります。 

また、定住人口の増加を期待して住宅団地の造成を行った文化センター周辺まちづくり事業では、

早期完売を目指し、たまむらならではの新しい街並みが形成されるよう分譲地を購入し定住していた

だく世帯に引き続き５万円の定住促進奨励金を交付してまいります。 

さらに、新年度では、本町の知名度とブランド力を高め、活気あるまちづくりを推進するため、町

の玄関口として立地環境に優れた高崎玉村スマートインターチェンジ周辺地区に、観光交流拠点とな

る商業施設が一体化した都市公園整備の可能性について、民間活力の導入を見据えた調査・検討を行

ってまいります。 

次に、道路網の整備充実では、東部工業団地へのアクセス道路となる町道１０３号線道路改良事業

について、国庫補助を活用し進捗を図るとともに、地域経済を下支えする町単独事業として、老朽化

した幹線道路の舗装修繕工事を積極的に推進するほか、各種計画に基づいた道路ネットワークへの対

応や地区要望等の既存道路の補修・改良、新橋建設促進化など、道路施設全般の充実に努めてまいり

ます。 

次に、公共交通の整備です。乗合タクシー「たまりん」では、利便性を考慮した効率的なルートを

継続的に見直すとともに、運転免許を自主返納する高齢者の増加を見据え、通院や買い物など日常生

活に必要な交通手段を確保するため、高齢者へのタクシー料金の一部補助についても引き続き行って

まいります。 

次に、上水道の整備充実では、ＳＤＧｓの取組目標の一つである「安全な水」を将来にわたって町

内全域に届けていくことができるよう老朽管の更新等について、経済対策も踏まえて大幅に事業費を

増額して管網整備を進めるとともに、老朽化が著しく耐震強度の面でも問題が指摘されている浄水場

施設の更新については、巨額な投資が必要であることから、建設費や維持管理費等を民間の資金やノ

ウハウを活用し、従来よりも効率的かつ効果的に公共サービスを提供できるよう、ＰＰＰ／ＰＦＩ導
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入の可能性について調査・検討を行ってまいります。 

また、下水道の整備充実では、事業計画に基づいた汚水管渠築造工事を推進するとともに、令和８年

度までの概成に向けて、令和４年度末の普及率として、９０％以上達成を目標に積極的な整備を進め

てまいります。 

続きまして、重点目標⑤「たまむらの良さを次世代につなぐ」について、ご説明申し上げます。 

まず、観光による地域振興です。コロナ禍により、本年度においても様々な行事やイベントが中止

を余儀なくされました。大変残念な気持ちで、町民の皆様も歯がゆい思いをたくさんしてこられたと

思いますが、新年度では、知恵を絞り感染防止対策をしっかりと行う中で、町民の皆様と行政が一体

となって、地域のお祭りや町のイベントが開催できることを信じ、やるという意気込みを持って地域

の活性化が図られるよう努めていきたいと思っております。 

特に、たくさんの人たちで賑わう「田園夢花火・たまむら花火大会」については、未来を担う子ど

もたちに笑顔を届けるとともに、コロナと闘う町民全ての皆様に明日への希望と活力が届けられるよ

う、夏の到来を告げつつ、華やかに、そして、盛大に打ち上げたいと思っております。加えて、産業

祭やふるさとまつり、町民体育祭など、町の４大イベントについても「賑わい」と「つながり」を大

切にし、地域のお祭りを盛り立てながら、地域の絆を深め、活気あるまちづくりを推進してまいりま

す。 

さらに、町の知名度やブランド力を地域一丸となって進める「玉村町魅力発信機構」の体制強化及

びこの団体への事業委託により、東京圏を中心とした県内外に対する魅力・情報発信を強化してまい

ります。また、マスメディアの活用や積極的なシティセールスなどにより、誘客はもちろん、地元特

産品の販路拡大を図ることで、交流人口等を増加させる様々な取組を展開し、町の魅力を全国に発信

し、賑わいと活力のある観光によるまちづくりを推進してまいります。 

次に、芸術・文化活動の推進では、引き続き文化センターにおける多彩な芸術・文化事業を展開す

ることにより、町民の芸術・文化に対する意識の高揚を図ってまいります。 

次に、文化財保護・地域資源の活用です。新年度では、本町の誇る玉村八幡宮をはじめ、井田家住

宅や重田家住宅、嚮義堂など町内にある歴史的建造物の保存活用について検討する「(仮称)歴史浪漫

たまむら委員会」を立ち上げ、歴史資産としての価値を一層高めるとともに、魅力発信を強化し広く

アピールすることで、町民にも観光客にもその魅力を十分に知ってもらい、地域に根差した文化の継

承と創造的な文化活動を推進してまいります。特に、昨年７月に寄贈された国登録有形文化財「重田

家住宅」については、適切な維持管理を行うとともに、歴史資産としてだけではなく、観光や食、健

康などと結びつけ、魅力発信できるよう検討を進めながら、一般公開を行ってまいります。 

また、歴史資料館では、本町の歴史と文化を学習する機会の提供として、企画展や特別展、その他

ミニ企画展を開催するとともに、玉村町魅力発信機構の多様な活動により、観光による魅力発信もま

すます高まってくることから、玉村ふるさとわくわくスタンプラリーを実施するなど歩調を合わせ、
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郷土芸能を盛り立ててまいります。 

続きまして、重点目標⑥「笑顔と活気ある地域をつくり、つなげる」について、ご説明申し上げま

す。 

まず、農業の振興では、担い手確保が課題となる中、「たまむら農業塾」などの取組により、若者

や定年退職者等に対して、農業に意欲のある人材への支援を行うとともに、意欲のある農業者や法人

等への支援と育成を図るため、水田農家や園芸農家の農業用施設や機械類の導入費用を助成してまい

ります。 

畜産振興では、地元特産品である肉用牛の生産基盤を確立し、和牛産地としての持続的な発展や輸

出拡大による地域の活性化を図るとともに、「優良素畜」の導入や「畜産ヘルパー」の利用支援など

畜産農家の経営効率化に向けた取組を引き続き支援し、生産者と連携した人づくりを推進することで、

品質向上と規模拡大を目指してまいります。 

また、ＣＳＦ感染が依然として県内外で発生している状況にあることから、引き続き、消毒薬の配

布やワクチン接種費用の一部助成などにより、畜産農業の振興を図ってまいります。 

農業用施設の整備推進では、安定した農業用水の確保として、上茂木・下茂木地区の用水路改修工

事を実施するほか、本町の水田地帯へ農業用水を供給するかんがい施設の坂東大堰については、老朽

化に伴う第２期改修工事が進められることから、令和１２年度の完成に向けて、関係５市町村の負担

により、水田農業の振興に努めてまいります。 

次に、商工業の振興です。「賑わいを創出する未来への投資」として、現在、整備を進めている高

崎玉村スマートインターチェンジ北地区工業団地では、造成工事が本格化するため、群馬県企業局及

び伊勢崎土木事務所との連携を図りながら、周辺道路やアクセス道路の整備、配水管布設工事等を進

めてまいります。 

また、引き続き企業立地促進奨励金制度により、町内に新たに事業所を整備する企業を支援すると

ともに、町内での創業を支援するための創業者融資事業など各種制度融資により、地域経済の活性化

と雇用拡大に努めてまいります。 

さらに、人口減少が急速に進む中、本町が将来にわたって持続的に発展していけるよう、雇用の創

出、産業振興、税収増等を図るため、新たな産業団地構想として、候補地の調査・検討を行ってまい

ります。 

次に、消費生活相談体制の充実では、町民の皆様が安全に安心して暮らせる地域社会を目指して、

困ったときの苦情や相談の総合窓口として定着している消費生活センターの相談支援体制をオンライ

ン端末の導入などによりさらなる充実を図るとともに、地域との連携を深めながら、高齢者等を狙っ

た悪質な振り込め詐欺など、被害防止のための啓発活動や生活に関する情報提供を積極的に行ってま

いります。 

次に、住民自治・協働・交流によるまちづくりの推進です。まず、住民活動サポートセンター「ぱ
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る」を中心に、住民主体のまちづくり活動やボランティア活動をはじめ、様々な文化活動が図られる

よう、ＮＰＯ法人やボランティア団体など町民活動団体への支援を引き続き行ってまいります。 

また、友好交流都市との交流については、文化、教育、経済など幅広い分野で連携を深め、相互交

流を通した友好関係をさらに発展させてまいります。一方、大学連携では、本町が進めている「生涯

活躍のまち構想」において「核」となる施策と位置づけておりますので、教育や健康づくり、スポー

ツなど、まちづくり全般にわたり、大学との連携協力を積極的に行い、学生が活躍できる環境の整備

充実を図ってまいります。 

さらに、企業との連携についても、災害時の応援協定や地域における包括連携協定など、多種多様

な分野で連携することにより、地域力の底上げを図ってまいります。 

次に、多文化共生・国際化の推進です。人口減少に歯止めがかからず労働力不足が深刻化する中、

外国人材の労働力は、今や日本の経済発展に欠かせない存在となっております。本町においても、外

国人の数は、３０か国以上で１，０００人を超え、今後も言語や文化、習慣が異なる多様な外国人の

就業、定住化が進むと予想されますので、国際交流協会との連携を深めながら、外国人の抱える問題

や相談ニーズに適切に対応し、心通い合う「多文化共生社会の実現」に向けた取組を推進してまいり

ます。 

 次に、行政改革の推進です。まず、人材育成では、コロナ禍で町民の暮らしや価値観が変化し、行

政ニーズも複雑化・多様化していることから、持続可能な行政サービスの提供体制を構築するために

は、限られた人材を最大限に生かし、課題解決に取り組んでいくことが必要です。そのため、新たな

行政課題に果敢に挑戦し、対応できる人材育成を図ってまいります。また、行政組織の見直しでは、

これからの行政課題を見据え、増大する行政ニーズへ対応できる組織体制を構築するため、より機動

的、弾力的な行政運営が可能となるよう適宜見直しを図ってまいります。 

さらに、コロナ禍で浮き彫りとなった国内でのデジタル化の遅れに対し、新しい働き方や価値観に

合わせたデジタル化を図る取組として、オンラインを通じた申請手続、相談、キャッシュレス決済な

ど、来庁せずに行政手続が可能となる環境整備を進めるとともに、職員の働き方改革を進めるために

も、デジタル化・オンライン化の推進等により、生産性・効率性を高めた手法へと改善を図るデジタ

ル・ガバメントを推進してまいります。なお、新年度では、文化センター及び社会体育館に施設予約

システムを導入し、利用者の利便性の向上を図ってまいります。 

次に、健全な財政運営です。まず、歳入の確保につきましては、収納率の向上はもとより、新たな

増収対策について、あらゆる可能性を模索するとともに、企業誘致や定住促進による伸張性の高い税

財源の確保を図ってまいります。一方、税外収入として期待される「ふるさと納税奨励事業」では、

魅力ある返礼品の提供により、本年度は１億円を超える見通しとなっており、多くの寄附応援者の獲

得につながっております。新年度では、このふるさと納税を活用した地域資源のＰＲ及び地域の活性

化につなげるため、返礼品の開発や情報発信強化、規模拡大による普及促進などに果敢に取り組む事
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業者を支援してまいります。 

また、簡素で効率的な行財政運営の確立、町民と行政の役割分担の明確化、費用対効果を考慮した

事業の見直し、従来の枠組みを超えた聖域なき歳出改革など、財政健全化の取組推進により、健全で

持続可能な財政運営に努めてまいります。 

最後に、「地方創生・総合戦略」の取組について、ご説明申し上げます。 

コロナ禍で地方移住のニーズが高まっていることを契機として捉え、「第２期まち・ひと・しごと

創生総合戦略」に位置づけられた施策を強化し、地方創生の深化に向けた切れ目のない取組として、

本町の誇る歴史・観光資源や恵まれた立地条件などの魅力を最大限生かした潜在的な成長力をさらに

掘り起こし、地域産業の振興や若い世代の定住促進等を図りながら、「成長戦略」として、たまむら

ならではの地方創生を推進してまいります。 

また、デジタル社会の実現やＳＤＧｓ達成に向けた取組、外国人材の受入れや多文化共生社会の実

現、そして、本町の重点施策の一つである、安心して子どもを産み育てられる環境づくりなど、社会

変化を見据えた地方創生を力強く推し進める戦略的な取組を推進してまいります。 

特に、人口減少対策では、本町の子育て支援に対する魅力を高めていくことにより、子育て世代を

町に呼び込み、定住化を促進させる取組のほか、潜在的な成長力の掘り起こしとして、東京圏及び県

内外へ向けた情報発信や、地元特産品の販売戦略などについては、玉村町魅力発信機構を中心に、賑

わいを創出する地域振興の総合的なプロデュースを担っていただくとともに、国登録有形文化財「重

田家住宅」については、観光資源としての活用による魅力発信の強化など、交流人口や関係人口の増

加を図ってまいります。 

また、アフターコロナを見据え、東京圏等を発着としたバスツアーや個人の来訪者など、町内の魅

力スポットを現地ガイドできる団体を育成し、来訪者の受入体制の構築を行うとともに、今後、増え

ることが想定される外国人に対応したインバウンド施策にも少しずつ取り組み、国籍を問わず、「お

もてなしサービス」の充実を図ってまいります。 

加えて、「移住支援事業」では、東京２３区から本町に移住し、県内で起業または県マッチングサ

イトにより就業した方のみならず、コロナ禍に伴いテレワーク移住した方や文化センター周辺地区の

分譲地にＵターン移住した方なども移住支援金の対象として拡充してまいります。 

さらに、少子化対策では、「結婚新生活支援事業」として、経済的理由により結婚を足踏みするカ

ップルを対象に、結婚に伴う新生活に係る新居の家賃や引越費用等について、支援を行ってまいりま

す。 

 これらのほか、「生涯活躍のまち」基本構想及び実施計画の実現に向けた取組として、地域おこし

協力隊の活用や大学連携、移住定住促進、地元特産品のＰＲ活動、多世代共生の生涯活躍のまち実現

など、地方創生の深化に向けて切れ目のない取組を推進してまいります。 

以上が、令和４年度の主な施策の内容となります。 
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以上、令和４年度の町政運営について、私の所信の一端を申し述べさせていただきました。 

今なお続く、新型コロナウイルス感染症との闘いは、世界中の人々の暮らしや価値観、働き方など

を一変させました。この影響は、コロナ収束後の社会を見据えても、長期にわたって続くことが予想

されます。 

私たちは、過去の歴史から、様々な苦難を乗り越えるための教訓を学び、それを生かしながら、次

の世代に着実に伝えていく大きな責務を負っているものと思っております。 

コロナ禍により、日々、変わりゆく暮らしの中で、私たちは、この難局に立ち向かい、逆境を成長

の糧とすることで、ピンチをチャンスに変えて、新しい未来を切り拓いていかなければなりません。 

令和４年度は、その出発点として、決意を新たに、これまでの歩みを止めることなく、まちの目指

す将来像「暮らすなら、ここがいい。」の実現に向けて邁進してまいります。 

その実現のためにも、まちづくりの基本は「人」であり、人づくりこそが、「まちづくり」の 礎と

なることを改めて心に刻み、本町で暮らす「人と人」が、「地域の絆」をつなぎ、「人と人とのつな

がり」が、「地域で支え合うまちをつくる」という強い思いに基づき、私の目指す「新しい未来に希

望をつなぐまちづくり」を推進してまいります。 

そして、まちの宝である全ての子どもたちが、質の高い教育を享受し、笑顔を絶やすことなく、我

がまち「たまむら」への愛着と誇りを育むとともに、未来を担う子どもたちが大人になってからも「ふ

るさとたまむらで働きながら暮らし、住み続けたいと思えるまち」の実現を目指して、誰一人取り残

さない持続可能で魅力あるまちづくりに向けた町政運営に、不退転の決意で全身全霊を尽くしていく

所存であります。 

最後になりますが、町民の皆様並びに議員各位におかれましては、どうか、より一層のご理解とご

協力、そして、ご支援を賜りますよう心からお願いを申し上げるとともに、本定例会にご提案申し上

げております令和４年度予算案をはじめ、各種案件につきましては、十分ご審議の上、ご議決いただ

きますよう重ねてお願い申し上げ、私の施政方針といたします。 

 令和４年３月１日、玉村町長石川眞男。よろしくお願いいたします。 

◇議長（石内國雄君） 以上で町長施政方針の報告を終了いたします。 

 なお、町長施政方針に対する一般質問の通告をされた議員には、質問の要旨を３月２日水曜日の午

前９時までに議長に提出してください。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。再開は１１時から行います。 

   午前１０時４６分休憩 

                                         

   午前１１時再開 

◇議長（石内國雄君） 再開します。 
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                      ◇                   

〇発言の訂正 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） お世話になります。先ほど施政方針の中で、ちょっと私１か所間違えたので

訂正させてもらいます。 

２ページのところです。中でもピーク時には３，２００人いた小中学生の子供たちと話してしまい

ましたけれども、これは小学生の子供たちです。小学生の子供たちということですので、訂正してお

わびさせていただきます。 

                      ◇                   

〇日程第５ 議案第３号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第５、議案第３号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、

これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第３号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてご説明申し

上げます。 

 本案につきましては、人事院の国家公務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出

を踏まえ、非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和や育児休業を取得しやすい勤務環境の整備に関す

る措置等を行うものでございます。 

 具体的な内容につきましては、現行、育児休業及び部分休業を取得するためには、任命権者を同じ

くする職に引き続き在職した期間が１年以上ある必要がございますが、この要件を廃止するものであ

ります。これにより、継続的な勤務が見込まれる職員については、在職期間に関係なくこれらの休業

を取得することができるようになります。 

また、任命権者は、妊娠、出産等を申し出た職員に対する育児休業制度等の周知及び育児休業の取

得意向のための措置、育児休業を取得しやすい勤務環境の整備に関する措置及び育児休業の取得状況

の報告等が義務づけられます。 

玉村町におきましても、国家公務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出の趣旨

を尊重し、必要な条例改正を行うものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 
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◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第６ 議案第４号 玉村町報酬及び費用弁償支給条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第６、議案第４号 玉村町報酬及び費用弁償支給条例の一部改正につい

て、これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４号 玉村町報酬及び費用弁償支給条例の一部改正についてご説明申

し上げます。 

 本案につきましては、本町における学校評議員の報酬額の見直しに伴い、玉村町報酬及び費用弁償

支給条例の一部を改正するものでございます。 

 改正の概要を申し上げますと、学校評議員の報酬について、従来では日額７，７００円と定めてお

りましたが、近隣の市町村の状況を調査したところ、日額２，０００円前後で定めている市町村が多

い状況でありました。以上のことから、本町においても、同等額とすることが適当であると考えられ

るため、学校評議員報酬の基準を月額２，０００円と改めるものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようよろしくお願いいたします。 

◇議長（石内國雄君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第７ 議案第５号 玉村町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の 

            一部改正について 

〇日程第８ 議案第６号 玉村町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部改正につい 

            て 

〇日程第９ 議案第７号 玉村町職員の給与に関する条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第７、議案第５号 玉村町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部改正についてから日程第９、議案第７号 玉村町職員の給与に関する条例の一部改正に

ついてまでの３議案を一括議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第７、議案第５号から日程第９、議案第７号までの３議案を一括議題とすることに決

定いたしました。 

これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第５号 玉村町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部改正、議案第６号 玉村町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部改正及び議案第７号 玉村町

職員の給与に関する条例の一部改正までの３議案について、一括してご説明申し上げます。 

まず、議案第５号及び議案第６号につきまして、令和３年度の人事院勧告が職員の期末手当を

０．１５月引き下げるものであったことを踏まえ、議員及び町長、副町長、教育長の期末手当につき

ましても、勧告の趣旨を尊重し、職員同様の引下げを行うものでございます。本来、令和３年１２月
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の期末手当で減額調整を行うものでございましたが、新型コロナウイルスによる経済的打撃がある中、

民間の給与へ悪影響を与えないよう、国家公務員が当該引下げ相当額を令和４年６月の期末手当から

減額することとし、地方公務員についても同様の対応を国から要請されたものであります。 

また、今回の期末手当の引下げにより、年間４．２５月となる支給月数を令和４年度以降は６月期、

１２月期とも半分に当たる２．１２５月に平準化するものでございます。 

続きまして、議案第７号 玉村町職員の給与に関する条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

本案につきましては、令和３年度の人事院勧告に伴い、期末手当の支給割合等を改定するものであ

ります。 

主な改正内容ですが、期末手当につきましては、公務員の支給月数が民間の支給月数を上回ってい

たため、それに見合うよう支給月数を０．１５月引き下げ、期末・勤勉手当の支給月数を年間４．３月

とするものでございます。再任用職員にあっては、支給月数を０．１月引き下げ、期末・勤勉手当の

支給月数を年間２．３月とするものでございます。 

続きまして、先ほどご説明いたしました期末手当の引下げに関連して、年間４．３月となる期末・

勤勉手当の支給月数のうち、令和４年度以降から６月期、１２月期とも期末手当を１．２月、勤勉手

当を０．９５月に平準化するものでございます。こちらにつきましても、国の要請につき、令和３年

度の引下げに相当する額については、令和４年６月の期末手当から減額することで調整を行うもので

あります。これらの人事院勧告を踏まえた改正を行い、引き続き適正な給与水準の確保に努めてまい

りたいと考えております。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で３議案に係る提案説明を終了いたします。 

 日程第７、議案第５号 玉村町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につ

いて、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第８、議案第６号 玉村町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部改正について、これより

本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第９、議案第７号 玉村町職員の給与に関する条例の一部改正について、これより本案に対す

る質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１０ 議案第８号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 

の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第１０、議案第８号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部改正について、これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第８号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、議案第５号から議案第７号でご説明をいたしました議員、町長、副町長、教

育長及び職員の期末手当が引き下げられることに伴い、会計年度任用職員の給与及び報酬の見直しを

行うものでございます。 

具体的な改正内容でございますが、会計年度任用職員の期末手当については、正職員と同じ支給月

数であるため、当該支給月数を６月期、１２月期とも１．２７５月から１．２月に改めるものでござ

います。今後も引き続き、適正な給与水準の確保に努めてまいりたいと考えております。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１１ 議案第９号 玉村町国民健康保険税条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第１１、議案第９号 玉村町国民健康保険税条例の一部改正について、

これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第９号 玉村町国民健康保険税条例の一部改正についてご説明申し上げ

ます。 

 本案につきましては、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正す

る法律が公布されましたことに伴い、玉村町国民健康保険税条例の一部を改正するものです。 

改正の主な内容といたしましては、少子化対策、子育て世帯の経済的負担軽減の観点から、未就学

児に係る国民健康保険税の均等割額を５割軽減するものです。この軽減措置については、公費負担と

なり、国が２分の１、県が４分の１、町が４分の１の負担割合となります。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１２ 議案第１０号 令和３年度玉村町一般会計補正予算（第９号） 
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〇日程第１３ 議案第１１号 令和３年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第３ 

              号） 

〇日程第１４ 議案第１２号 令和３年度玉村町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

              ２号） 

〇日程第１５ 議案第１３号 令和３年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

〇日程第１６ 議案第１４号 令和３年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予 

              算（第２号） 

〇日程第１７ 議案第１５号 令和３年度玉村町下水道事業会計補正予算（第３号） 

◇議長（石内國雄君） 日程第１２、議案第１０号 令和３年度玉村町一般会計補正予算（第９号）

から日程第１７、議案第１５号 令和３年度玉村町下水道事業会計補正予算（第３号）までの６議案

を一括議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１２、議案第１０号から日程第１７、議案第１５号までの６議案を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第１０号 令和３年度玉村町一般会計補正予算（第９号）についてご説

明申し上げます。 

 本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額から１億６，０６０万６，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を１３９億３，５５８万２，０００円とするとともに、繰越明許費の設定及び地方

債の変更をするものでございます。 

 まず、歳入歳出予算の補正内容につきましては、年度末ということで、全体といたしましては事業

費の確定や入札差金、各種経費の節減による減額などでございます。また、新型コロナウイルス感染

症拡大の影響により、中止を余儀なくされた行事やイベントのほか、研修会や出張等の中止に伴う旅

費などを含めたコロナ禍による各種事業費等の減額は、総額で約６，９００万円となりました。 

 それでは、歳入の主なものでございますが、まず地方消費税交付金では、コロナ禍においても国、

地方を挙げての経済支援策による好調な個人消費等の伸びなどを考慮し、１，０００万円の追加を見

込みました。 

地方交付税では、普通交付税の本算定での増額に加え、その原資となる国税及び地方法人税が増収

となることから、国の補正予算により令和３年度の地方交付税の総額が増額されたことに伴い、普通

交付税の再算定が行われたため、総額で３億４，７４３万５，０００円の増額となりました。 
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分担金及び負担金、使用料及び手数料では、コロナ禍の影響により保育料や文化センター使用料、

一般廃棄物手数料などが減収となるため、総額で１，２５２万５，０００円の減額を見込むとともに、

諸収入でも学校給食費が減収となるほか、事業費の確定等により、総額で１，８１７万９，０００円

の減額を見込みました。 

 国・県支出金では、事業費の確定等により、総額で６，５０６万６，０００円の減額となるほか、

財産収入では空き缶や鉄類などのリサイクル物品売却単価に持ち直しの動きが見られたため、物品等

売払収入に１，５５０万円の追加を見込みました。 

寄附金では、ふるさと納税について、魅力ある返礼品の提供により寄附応援者の獲得につながって

いることから、ふるさと寄附金に２，５００万円の増額を見込みました。 

 繰入金では、事業費の確定等に伴う各種基金の調整のほか、コロナ禍に伴い、花火大会や産業祭な

どのイベントが中止となったため、ふるさと創生基金からの繰入れを全額減額するとともに、財政調

整基金では５億円の減額を見込み、総額では５億２，４１１万４，０００円の減額となりました。ま

た、繰越金では、前年度繰越金として９，５８０万円を充てさせていただきました。 

 次に、歳出の主な増額予算でありますが、まず総務費では、経年劣化により見えにくくなった道路

上の区画線や路面標示等への対応として１３０万円を追加するほか、ふるさと寄附金の増収に伴う寄

附者への返礼品を賄うため、２，０４０万円を追加するものでございます。 

また、基金費では、地方交付税の増額のうち、後年度の臨時財政対策債償還費の備えとして算入さ

れた１億７，６８５万３，０００円を減債基金に積み立てるとともに、都市計画税の事業充当後の精

算分として４，９２７万１，０００円を都市計画事業基金へ積み立てるものでございます。 

民生費では、保育所や児童館に係る施設修繕費をそれぞれ追加するほか、障害福祉サービスの利用

者の増加に伴い、自立支援給付事業及び放課後等デイサービス事業に総額で１，０００万円を追加す

るものでございます。 

 衛生費では、処理量の増加に伴う、し尿処理委託料に３５０万円を追加するものでございます。 

 農林水産業費では、コロナ禍に伴う農業者への支援として、「田園都市たまむら」ならではの米につ

いて、次期作に前向きに取り組む生産者を支援し、価格の安定化とともに新たな需要喚起につなげる

ため、主食用米次期作支援事業に１，４７４万４，０００円を追加するとともに、原油価格高騰に伴

う施設園芸農家に対する燃料費の負担軽減を図り、事業継続を支援するため、園芸農家燃油価格高騰

緊急対策事業として３２０万円を追加するほか、川井地区農業用水路の改修工事費に不足が生じたた

め、２００万３，０００円を追加するものでございます。 

 消防費では、玉村消防署緊急車両用車庫の大型シャッターが故障したため、修繕費として１３０万

円を追加するものでございます。 

 教育費では、学校施設やスポーツ施設に係る施設修繕費をそれぞれ追加するほか、特別支援教育就

学奨励事業の対象経費にオンライン学習用通信費が追加されたため、小中学校合わせて６３万
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５，０００円を追加するものでございます。 

また、国登録有形文化財「重田家住宅」では、庭園の樹木を適切に管理するため、庭木等維持管理

委託料に２５８万５，０００円を追加するものでございます。 

 これらのほか、国の補正を活用した新型コロナウイルス感染症対策関連事業では、児童福祉施設や

学校教育施設等におけるマスクや消毒剤等の基本的な感染防止対策や事業継続に向けた環境整備を講

ずるための経費として、新型コロナウイルス感染症対策事業に総額で２，０２７万７，０００円を追

加するものでございます。 

また、ＧＩＧＡスクール推進事業では、ＩＣＴを活用した授業環境の高度化を図るため、小中学校

に大型液晶モニターを整備するための事業費として２５２万５，０００円を追加するものでございま

す。 

さらに、国の「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」として、新型コロナウイルス感染症へ

の対応と少子高齢化への対応が重なる最前線で働く民間事業者の保育士、幼稚園教諭、放課後児童支

援員等の賃上げによる処遇改善を図り、事業継続と人材確保の支援を行うため、処遇改善臨時特例事

業として、総額で３２７万８，０００円を追加するものです。 

また、これにより公立の保育関連施設で働く会計年度任用職員の処遇についても、民間事業者との

賃金格差の均衡を図る必要性が生じるため、それぞれの予算科目に総額で１１７万２，０００円の追

加をいたしました。 

 以上、これらにより、当初７億円を予定していた財政調整基金からの繰入れは２億円となり、令和

２年度の決算剰余金として４億２，０００万円を積み立てておりますので、令和３年度末の財政調整

基金残高といたしましては、前年度末から約２億２，０００万円増加し、１９億３００万円程度とな

る見込みとなりました。 

 なお、繰越明許費の追加につきましては、予定していたそれぞれの事業について年度内に完了しな

いことが見込まれるため、翌年度に繰り越すものでございます。このうち、国の補正に伴う民生費及

び衛生費の新型コロナウイルス感染症対策事業、教育費の幼児教育の質の向上のための緊急環境整備

事業、学校における感染症対策等支援事業、ＧＩＧＡスクール推進事業につきましては、それぞれ全

額を繰り越し、令和４年度のコロナ対策関連事業として活用を図っていくものでございます。 

 また、地方債の変更につきましては、それぞれ事業費の確定等に伴う減額となっております。 

 以上が、一般会計補正予算の主な内容でございます。 

 次に、議案第１１号 令和３年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）についてご説明

申し上げます。 

 本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１，０９６万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を３４億９，５１８万４，０００円とするものです。 

 主な補正内容ですが、歳入におきましては、保険給付費の増額や交付額確定に伴う県支出金の増額
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や減額、財政調整基金利子、基金繰入金及び一般被保険者延滞金の減額、一般会計繰入金、前年度繰

越金、前年度保険給付費仮算定に伴う精算金の増額でございます。 

 歳出につきましては、医療給付費及び前年度保険給付費仮算定精算に伴う県償還金の増額のほか、

財政調整基金利子の確定による減額を行うものでございます。 

 次に、議案第１２号 令和３年度玉村町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について説明

申し上げます。 

 本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１３９万５，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を３億５，１２２万５，０００円とするものでございます。 

 補正内容ですが、歳入については、制度の見直しにより保険料の軽減率が変更されたため、後期高

齢者医療保険料を１，３１７万６，０００円増額するものでございます。また、保険基盤安定繰入金

を８８万８，０００円減額、令和２年度の事務費精算分として繰越金を１７４万７，０００円増額、

後期高齢者医療広域連合受託事業収入を２６４万円減額するものでございます。 

 歳出につきましては、後期高齢者医療広域連合に納付する保険基盤安定拠出金を８８万８，０００円

減額、保険料納付金を１，３６７万９，０００円増額、後期高齢者健康診査委託料を２６４万円減額、

令和２年度の繰越金として、一般会計への返還金を１２４万４，０００円増額するものでございます。 

 次に、議案第１３号 令和３年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第４号）についてご説明申し

上げます。 

 本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，３４０万５，０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を２６億８，６０２万２，０００円とするものです。 

 主な補正内容ですが、まず歳入では、地域支援事業費の総額が減額になることに伴い、負担割合に

応じて国・県支出金、支払基金交付金、一般会計繰入金及び介護保険料を減額するものでございます。 

 次に、歳出では、地域支援事業費のうち介護予防・生活支援サービス事業費で２，１００万

４，０００円、一般介護予防事業費で２４０万１，０００円をそれぞれ減額するものでございます。 

 次に、議案第１４号 令和３年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第２号）につい

てご説明申し上げます。 

 本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４０万４，０００円を減額

し、歳入歳出それぞれ４０９万２，０００円とするものでございます。 

 まず、歳入につきましては、一般会計からの繰入金を減額するものでございます。 

歳出につきましては、介護予防サービス事業費、介護予防ケアマネジメント事業費を執行状況の見

込みにより減額するものでございます。 

 次に、議案第１５号 令和３年度玉村町下水道事業会計補正予算（第３号）についてご説明申し上

げます。 

 まず、収益的収入についてですが、消費税及び地方消費税還付金の増収が見込まれることから、予
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定額を２５９万円増額し、総額を７億７，６７６万９，０００円と定めるものでございます。 

また、収益的支出については、排水量の増加に伴い、流域下水道維持管理負担金の負担額の増加が

見込まれることから、予定額を６００万円増額し、総額を７億３，３６４万７，０００円と定めるも

のでございます。 

 次に、資本的収支についてですが、資本的収入の予定額７億９，１３０万円に変更はございません

が、国庫補助対象事業費の増加に伴い、財源の調整として国庫補助金を１，６００万円増額するとと

もに、建設改良債を同額の１，６００万円減額するものでございます。 

最後に、企業債の限度額についてですが、特定環境保全公共下水道事業の限度額を１，６００万円

減額し、３億９，６１０万円にするとともに、総額を５億３，７７０万円に補正するものでございま

す。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で６議案に係る提案説明を終了します。 

 日程第１２、議案第１０号 令和３年度玉村町一般会計補正予算（第９号）、これより本案に対す

る質疑を求めます。 

 ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ４つ伺います。 

まず、１８ページ、保育士等の処遇の改善の臨時特例交付金、今国で処遇改善ということを進めて

いるその交付金でありますけれども、玉村町の、これ２月、３月分ということですけれども、幼稚園

の教諭、それから保育士、対象となる人数と、それから会計年度の任用職員として任用されている方

の人数が分かれば教えてください。 

続きまして、２９ページ、ペットボトル等の物品等の売払いの収入が大変多く増えております。当

初の予算から比べますと倍以上に増えているのですが、その要因、増えている要因はどんなことだと

考えられるのか伺います。 

続きまして、６２ページ、低所得子育て世帯の生活支援の特別給付金の事業であります。６月の議

会定例会のときに、たしか１人５万円、５９１人、３，０００万円ほどの補正予算を組んだかと思わ

れます。半分が今減額になっております。１，５００万円が。それの理由を教えてください。 

最後に、８５ページ、し尿処理事業であります。毎年このし尿処理事業には５，０００万円ほどの

予算をつけておりますが、今回また３５０万円のプラスが出ております。委託料ということですが、

コストもだんだん上がってくるという中で、どのような経緯で増えているのか教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 中野利宏君発言〕 

◇子ども育成課長（中野利宏君） お答えいたします。 
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まず、１８ページの保育士等処遇改善臨時特例交付金の人数のお尋ねだったかと思います。こちら

の範囲につきましては、ここのところに入っておりますのが、公立の部分、それから私立の部分の職

員に対しまして賃金改善をした場合に、その分として国から１０分の１０入ってくるものがこの中に、

この４１９万７，０００円の中に含まれております。ただ、人数のことなのですけれども、今ちょっ

と具体的に手元に数字はありませんけれども、公立の保育士等にも全員行き渡るような形になってお

りますし、また民間の保育士等につきましても、全員が対象になるような形になっております。 

いずれにいたしましても、今回児童館を含めまして交付の対象、国の補助金１０分の１０の補助金

の交付対象になる部分につきましては、人数ちょっとここで分からないのですけれども、処遇改善を

する予定となっております。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） まず、２９ページの物品売払収入でございますけれども、議員のご

質問のとおり、金額が倍増しているような形になりますが、要因といたしましては、今年度の予算を

まず計上するときの、そういったリサイクルに関連する資源物の価格が相当下落しておりました。そ

れがかなり金額的にはアルミ缶が今現在１７０円／キログラム、スチール缶が３８円／キログラム、

あとは鉄のスクラップが３０円、ペットボトルに関しても当初値段が出るのか心配をしていたぐらい

だったのですけれども、それも１３円ということで、かなりそういったものの価格が持ち直しがあり

まして、今回補正予算で計上させていただきました。こういった資源物につきましては、市場により

ましてかなり大幅に増減がありますので、今後ともそういったものを注視しながら、業者等とも相談

をし、増額した場合には速やかに買取り金額等も増額をしていきたいなというふうに思っております。 

続きまして、８５ページのし尿処理事業でございます。こちら今回３５０万円の増額をお願いして

いるわけですけれども、こちら主に量が多いのは、浄化槽の汚泥が生し尿よりも大分多いのですけれ

ども、そちらの浄化槽に関しまして、県、あとは環境検査事業団、あとは浄化槽の管理業者、そうい

ったものが、皆さんが連携を深めながら、未受検者、消化槽は毎年定期的に検査等をしなくてはいけ

ないわけなのですけれども、未受検者に対してかなり複数回にわたって、そういった受検を促す書類

であるとか、業者さんが直接お客さんのところに行って検査を促す等の、そういった取組をしたこと

によって、浄化槽の検査の受検者が相当増えたということで、これにつきましてはそちらの環境検査

事業団のほうから報告がありました。そういったことの取組によりまして、浄化槽が適正に管理をさ

れるようになった。そういったご家庭が増えたので、その分浄化槽汚泥の処理が増えたということと、

あとはコロナによります巣ごもりによりまして、どうしてもその分おうちにいる時間が増えることも、

こちらが増えた要因ではないかというふうには考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 
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              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 
◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えいたします。 

６２ページの低所得子育て世帯生活支援特別給付金事業につきましてお答えいたします。こちらな

のですけれども、５９１人ということで、こちらの数字につきましては、県のほうで算出された数字

ということで、実質２８０人の予算を残し、３１１人分を減額するということで、当初の県の見込み

が大分多かったのかなというふうに感じております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 
              〔７番 備前島久仁子君発言〕 
◇７番（備前島久仁子君） 分かりました。 

ペットボトルなどの物品の収入、随分増えておりますので、古紙ですとか、そうした資源となるリ

サイクル、そういうものをもっと徹底的に今後も進めていただいて、さらに進めていただいて、これ

らの物品の収入につながるようにということを要望いたします。 

それから、し尿処理の件ですけれども、これ毎年毎年５，０００万円ほどの予算がついておりまし

て、予算委員会でも質問しようかなと思いましたけれども、この処理ですね、浄化槽の汚泥などの処

理する委託費というものがやはり増えてきております。この下水道の普及と人口の減少で少しずつ減

少するはずであるかなというふうには思うのですけれども、接続率をやはり伸ばしていかないと、ど

んなに町で下水道の整備をしても、毎年毎年私が言っていることなのですけれども、計画的にそれを

進めていかなくては、やっぱり接続率は上がっていかないと思われます。ある住宅地なんかでは、ま

ず１軒だけ残っている、この家が何とかというふうに周りの人たちは言っている人たちもおります。

そういうところへ町の職員が赴いて、説得して、そして接続していただくような、そういった取組、

チームでの取組、そういうものはどのように考えていますか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 
              〔上下水道課長 金子忠雄君発言〕 
◇上下水道課長（金子忠雄君） お答えします。 

下水道事業については、接続率の向上が一番だと思うのですけれども、現在は広報あるいはマンホ

ールカードとかといった直接の行動というのがありませんので、今後は必要かなということで認識し

ております。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質問ありますか。 

４番新井賢次議員。 

              〔４番 新井賢次君発言〕 

◇４番（新井賢次君） それでは、補正予算の件なのですが、５ページ、繰越明許費です。１０番目

の教育費の中で、社会教育費として文化センター施設予約システム導入事業ということで３７８万
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４，０００円が計上してありますが、この項目は当初予算になかったと思うのですが、それの説明と、

それから令和４年度に新規ということで、文化センター及び社会体育館インターネット予約システム

導入ということで１５９万５，０００円入っています。これとの関連についてお聞きします。 

それから、２点目が８９ページ、農業次世代人材投資資金ということで１００万円減額になってお

ります。これについて説明をお願いします。 

それから、９０ページ、次のページなのですが、園芸農家燃油価格高騰緊急対策事業ということで

３２０万円が増額になっています。この具体的な内容についてご説明をお願いします。 

それから、もう一つ、１０２ページ、町営住宅管理事業について、約２５％減額になっています。

この工事請負費、それから補修工事費という項目がある。これ幾つかの項目をまとめてあるかもしれ

ないのですが、この補修工事費の内訳について、３００万円の説明をお願いします。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 
              〔生涯学習課長 宇津木雅彦君発言〕 
◇生涯学習課長（宇津木雅彦君） ５ページの文化センター施設予約システムについてお答えいたし

ます。 

当初予算になかったということなのですが、昨年３月の当初予算成立後の臨時会で補正させていた

だいたものであります。そのときに文化センター、コロナの関係でデジタル化が早急に必要だという

ことで考えてはいたのですけれども、当初予算にちょっと間に合わなかった経緯がありまして、臨時

会で補正をさせていただいたもので、文化センターに導入するものになっています。令和４年度の新

規となっているものにつきましては、社会体育館まで拡大するという内容となっております。 

◇議長（石内國雄君） 経済産業課長。 
              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 
◇経済産業課長（齋藤 恭君） ご質問にお答えさせていただきますが、８９ページ、農業次世代人

材投資資金１００万円減額でございますけれども、当初３名の予定で予算を計上させていただいたも

のが２名になったということで、１名減になった関係での減額ということになっております。 

続きまして、９０ページ、園芸農家燃油価格高騰緊急対策事業でございますけれども、こちらにつ

きましては昨年秋以降、原油価格が高騰しているということから、その農業上でいきますと、施設園

芸農家はＡ重油ということで、この冬、施設内を暖めるために使用するという、その価格も連動して

上昇しているという状況でありまして、一般的な施設園芸農家、シーズンで１万５，０００キロリッ

トル程度の使用が見込まれている中で、月にもよりますけれども、現状ですとリッター２７円程度は

上昇しているのではないかということで、シーズンを通しますと４０万円以上、これまでの経営から

比べますと経費が増加してしまうということから、今回この事業によりまして１件当たり２０万円、

１６件分ということで助成をさせていただきたいという内容でございます。 
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◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 
              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 
◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

１０２ページの町営住宅なのですけれども、工事請負費として、上福島団地を２棟、それから上新

田団地を４棟施工しました。それぞれ３５５万円の契約と３８１万５，０００円の２件の契約になり

ます。その執行残ということで、入札を行っていますので、その執行残ということで２７１万

８，０００円の残りとなります。 

補修工事費については、板井の辰巳団地のほうの外壁塗装工事を行いました。そちらがちょっと正

確な契約額は手元にないのですけれども、設計額で７３０万円ほどです。その執行残として３００万

円の残高が生じたということでございます。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ４番新井賢次議員。 

              〔４番 新井賢次君発言〕 

◇４番（新井賢次君） 最初の予約システム導入事業ですが、これは３月に追加したということで、

期末に間に合わなかったので３月にやったということなのですけれども、その時点ではそうすると、

令和３年度にできるだろうということで予算を組んだのですか。それができなかった理由というのは

何かあるのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 
              〔生涯学習課長 宇津木雅彦君発言〕 
◇生涯学習課長（宇津木雅彦君） 予約システムの導入に向けて、複数社の仕様や導入自治体のシス

テムの調査研究を６月頃から始めていたのですが、新型コロナワクチンの集団接種を文化センターで

行うことになって、その準備段階から接種期間終了まで施設管理者として協力することを優先させて

しまい、ある程度情報の知識のある人がやらないとならない部分も多かったため、手続がちょっと遅

れたということであります。 

◇議長（石内國雄君） ４番新井賢次議員。 

              〔４番 新井賢次君発言〕 

◇４番（新井賢次君） 分かりました。今回文化センター、それから社会体育館も含めてということ

ですので、ぜひ進めていただければと思います。 

それから、８９ページの農業次世代人材投資資金ということで、３名予定していたのが２名だった

ということで１００万円減になっているということです。この青年層の新規就農者、５０歳未満の独

立あるいは自営就農者にこの資金を投資するということで説明を受けていますが、今回１人減ったと

いうことですけれども、その要因って何か考えられることってありますか。 

◇議長（石内國雄君） 経済産業課長。 
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              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 
◇経済産業課長（齋藤 恭君） 新規就農ということで、今議員もおっしゃるような方々に対してご

支援させていただくと。国の事業でありまして、５年間継続して支援していくということでの事業に

なっているわけでありますけれども、今回３名の予定で１名が新規という形での予定でおりました。

ただ、その新規で支援をしていこうという、その予定者の方が急遽、町では支援していく、県として

も支援していこうというような方向でいたわけでありますけれども、急遽農業そのものをちょっと断

念するようなことがございまして、１件認定に至らなかったというような状況でございます。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） ３項目聞きます。 

まず、都市建設課、９９ページ、１０３号線改良工事、当初の予定が土地購入が３，０００万円が

２５０万円減、物件補償が７，０００万円が２，１００万円減ということなのですけれども、スムー

ズに進んでいるかどうかというのを聞きたい。近隣の人からいろいろ聞かれます。 

次に、２点目です。健康福祉課、７９ページ、放課後デイサービス１５０万円アップということな

のですが、ここ何年か連続的にどんどん、どんどん予算も上がっているのですけれども、これはよそ

から来ている人が増えているのか、それとも対象者が町の中の人で増えているかどうかというのを聞

きたい。 

次です。環境安全課、４７ページ、区画線・路面標示設置工事が当初２００万円だったのが１３０万

円アップになっているということで大幅アップになっているのですけれども、これは路面標示が増え

たということで理解はしているのですけれども、この役場の近くでこういうところをやったというの

があれば教えていただきたい。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 
              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 
◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

町道１０３号線につきましては、現在下茂木地区を中心に、下茂木橋の西側にかけて用地買収の交

渉を行っているところであります。事業の進捗を図るために多くの買収を想定してやっていくわけな

のですけれども、やはり個人の方のご理解が得られないお宅もありますので、時間がかかるというこ

とで、土地と建物、ちょっと来年度以降に遅らせていくという形でやった方もいらっしゃいます。 

また、今年予定はしていなかったのですけれども、できるだけ事業の進捗を図りたいので、若干農

地のほうも、急な話で協力していただいた方もありますので、できる限りやっていきたいと思ってい

ます。ですけれども、今年に関しては、ちょっと思ったように進捗が図れなかったという状況でござ
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います。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 
              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 
◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えいたします。 

７９ページの放課後等デイサービス事業につきまして、町民の方たちが増えているのかというご質

問なのですけれども、増えている方は町民の方です。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 
              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 
◇環境安全課長（髙柳 功君） ４７ページの区画線・路面標示、交通安全施設整備事業でございま

すけれども、こちら区画線・路面標示、毎年区長さんの要望であるとか、こちら職員のパトロール、

または学校関係との合同の、そういった調査、その他の実績によって路面標示の引き直し等を行って

いるわけですけれども、今回１３０万円増額をお願いしている部分につきましては、昨今また通学路

等で事故が起こり、お子さんが亡くなるような、そういったこともありまして、緊急対策としまして、

消えかけている外側線、町内様々あるのですけれども、学校周辺を中心に外側線の引き直しを予算の

範囲内で行いたいという、そういったことで要望のほうをしております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 放課後等デイサービス、町内が増えているというのですけれども、ここ５年

ぐらいでも２倍以上に増えているのですけれども、ということは実際に増えているのか、それとも見

つかっていなくて、そういう人が、ああ、こういう場所があるなというので分かったので増えている

という、どちらなのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 
              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 
◇健康福祉課長（岩谷孝司君） こちらなのですけれども、保健センターのほうで乳児健診等、そこ

で発達相談とかをやりながら、やっぱり発達の状況がちょっと、健常者とちょっと違うような方が実

際増えているということで、そのときにこういう放課後等デイサービスというのが利用できるよとい

うお話をしたときに、それで幼児健診から始まって、それから幼稚園、小学校とか入りながら、その

時々に保健センターの発達相談とかを利用するわけです。自分のお子様の成長具合に合わせて。その

ときにやっぱりちょっと何かの不具合というか、成長でちょっと問題があるなといった場合には、こ

ういう放課後等デイサービスとかがありますよという紹介をしたときに、お母さんとか親御さんのや
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っぱり考え方で、当初はそういうところを利用しなかったのですけれども、将来のことを考えて利用

しておいたほうがいいのかなという親御さんもいるということで、そういった状況が増えているとい

う状況になっています。 

◇議長（石内國雄君） ５番小林一幸議員。 

              〔５番 小林一幸君発言〕 

◇５番（小林一幸君） ２点ご質問したいと思います。 

まず、６４ページ、医療的ケア支援事業の４００万円減、これの内訳について、どうして４００万

円減額になったのかというところの内訳を教えていただきたいというところと、次の６５ページの自

立支援給付事業がそれぞれ施設入所支援事業、それから共同生活援助事業、サービス利用計画作成事

業、これがそれぞれ増額になっております。これは１人の回数が多くなったのか、または人数が多く

なったのか、その辺の詳細について教えていただければと思います。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 
              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 
◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えいたします。 

まず、６４ページの医療的ケア支援事業につきましては、当初利用者を４名と見込んでいたのです

けれども、２名ということで半分減額ということになっております。 

続きまして、自立支援費のほうなのですけれども、こちらがそれぞれ月平均、それぞれというか施

設入所ケアのほうが月平均３２件であったものが増えていまして、月平均３６件ということで増額と

なっております。 

続きまして、グループホーム、こちらにつきましても、当初見込みが４３件だったものが月平均

４８件ということで増えている状況になっております。 

それと最後に、サービス利用計画作成費につきましては、こちらも当初５０件だったものが５５件

ということで伸びていますので、その分を増額させてただいております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ５番小林一幸議員。 

              〔５番 小林一幸君発言〕 

◇５番（小林一幸君） ありがとうございます。 

まず、医療的ケア支援事業についてですが、４名から実際は２名になったというようなところがあ

りますけれども、最初４名というふうに考えた根拠はどうだったのか。そこからどうして２名になっ

てしまったのかなと。もしかしたら４名という根拠があって予算を組んでいるのであれば、当初そう

いったご希望があったのか、そういったニーズを捉えていたのか、その辺について教えていただけれ

ばと思います。 

もう一点のほうの自立支援給付事業については、それぞれ件数が３２件から３６、４３から４８、
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５０から５５ということですけれども、上の施設入所支援事業について、それから共同生活援助事業

については、これは利用者の人数は変わらずに、例えば利用回数が増えたのか、それとも利用者が増

えたのか、これもさっきの質問でもちょっとさせてもらったと思うのですけれども、そこを知りたい

というところと、サービス利用計画作成事業というのが５件増えているのですけれども、５件増えた

のは新規で増えているのか、多分新規で増えているとは思うのですけれども、その辺の項目について

教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 
              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 
◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 医療的ケア支援事業につきましては、利用者は２名だったのですけ

れども、一応２名利用される可能性があるということで、予算を４人分として計上させていただきま

した。 

それと、次の施設入所、この件数ということで、こちらは月の実人員というか、入所施設なので、

１人の方が入っているという、その１人という実人員ということでよろしいと思います。 

あとは、グループホームにつきましても、実人員ということで１人の方が増えている、人が増えて

いるということになります。 

それとあと、最後のサービス利用計画作成事業につきましては、こちらは新規の増ということで５名

増えているという状況になっております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ５番小林一幸議員。 

              〔５番 小林一幸君発言〕 

◇５番（小林一幸君） まず、医療的ケア支援事業についてですが、４名から２名で、当初は２名だ

けれども、２名増えるかもしれないということで組んでいたということなのですけれども、かもしれ

ないというのは、それに何らかの根拠なり、例えばそういったニーズがあったのか、その辺がちょっ

と分かったら教えていただきたい。ニーズはなかったのだけれども、また２名増えるのではないかと

いう臆測というか、推測で２名増やしたのか、それとも例えばこのサービスについては、多分学校に

行っている子供たちに対しての訪問看護の派遣ですとか、そんな形には多分なってくると思うのです

けれども、そういったところの、ある程度ニーズがあって、もしかしたら使うかもしれないといって

増額をしてきたのかというところを教えていただきたいのが１点。 

あとは、それぞれ実人数ということで、先ほどの自立支援給付事業のところですが、それぞれ実人

数が増えたというようなところになってくるかと思います。これについても例えば、それだけの利用

者さん、利用していくニーズが増えているというところになるのですが、そういったところ、多分徐々

に、だんだんこの金額増えてきているような状況が見えてきているのですけれども、これから推移と

か、そういったようなのも考えて、これからどういうふうに進めていくかというところもちょっとお
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伺いできればと思います。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 
              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 
◇健康福祉課長（岩谷孝司君） こちらの２名、予算のほうを増やして要求したというところは、や

はり親御さんとかと担当とか、あと保健センター、あと関連する課とかとのやり取りの中で、もしか

すると利用する可能性があるのかなということで増やして増額していたのだと考えております。 

あと、今後障害自立支援事業費のほうが増えていくということで、何か考えがあるかというご質問

なのですけれども、やはり障害者自体が増えてきているというのがありますので、今月もパラリンピ

ックも始まるということで、障害者がやはり地域で生活していく、共生社会ではないのですけれども、

なじんで地域で生活できるように、こういったいろいろなサービスは必ず必要なので、サービスを利

用できる人につきましては、利用していただきながら、地域での共生社会のほうを目指していければ

なというふうには考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありますか。 

３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） １０２ページになります。先ほど町営住宅についての質問があったのですけ

れども、私はその下、住宅・建築物安全ストック形成事業、これが１４９万５，０００円ですか、減

額になっているわけなのですけれども、その経緯を教えていただきたいということと、空き家対策事

業として、若干なのですけれども、２０万８，０００円減額になっています。これの経緯を教えてい

ただければと思います。よろしくお願いします。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 
              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 
◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

１０２ページの下のほうのストック形成事業につきましては、耐震診断の委託料と補助金になりま

す。耐震診断の委託料は２件ほどありまして、こちらは昭和５６年以前の木造住宅を所有している方

が対象なのですけれども、診断された方が２件です。そのうち１件が補助金ということで改修を行い

ました。改修事業の限度額は８０万円です。シェルターというのもありまして、その場合には３０万

円となります。こちらについては国費もありますので、補助事業ということになります。ない場合に

は、お返しするということで、当初１１７万８，０００円確保したのですけれども、実施したのが２件

の委託と１件の改修ということで、７４万８，０００円残ったわけです。実施としてはそういった形

になります。 

それから、空き家対策の２０万８，０００円につきましては、協議会が設立してあります。その中
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で、協議会の役割というのは計画策定や特定空き家のときの認定ということになりますが、そういっ

た方に報酬として会議を行ったときに、お一人７，７００円ですか、掛ける、公務員を除いた方々で

すけれども、そういった方に支払う予定だったものが、開催されなく、書面開催となったため、全額

残高ということで残りました。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） 空き家対策のほうで、除却の費用というのが補助金があるかと思うのですけ

れども、その除却の利用状況というのはどのようになっているでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 
              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 
◇都市建設課長（髙橋 茂君） おかげさまで除却のほうは補助金を使ってくれる方が多くて、この

３年間で２４件、今年度についても１０件ということで利用されておりますので、残金は残っていな

い状況で全て使われています。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

１番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） １００ページお願いいたします。都市計画総務費、新橋建設促進化事業の委

託料が１００万円減額されておりますけれども、この委託料の中身と理由を教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 
              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 
◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

新橋建設促進化事業ということで、もう２０年ほど前からなのですけれども、与六分前橋線の先に

新橋を架けるということで要望活動も行ってきています。この約１００万円につきましては、前橋市

長が今会長で、石川町長が副会長ということで、県に対して要望活動を行っていますが、そのときに

前橋市と玉村町でお互い情報を共有して、要望活動のときに役立てるような情報収集、資料作りとか

測量とか、そういったものを両者で考えてやるということのために１００万円程度いつも、約という

ことで取ってあります。ですけれども、今年度に関しては、これという測量や調査や委託、そういっ

たかかるものが見つからなかったので、今回は流させていただきたいということでございます。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） 新年度予算のほうでこの関係について、また引き続き委託、中身の継続等に

ついて聞かせていただきますので、了解いたしました。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 子ども育成課長。 
              〔子ども育成課長 中野利宏君発言〕 
◇子ども育成課長（中野利宏君） 先ほど備前島議員からお尋ねがございました予算書の１８ページ、

保育士等処遇改善臨時特例交付金で、処遇改善の該当となる保育士等の数はというお尋ねがあったか

と思います。こちらにつきまして、今手元に資料が届きまして、公立の会計年度任用職員あるいは児

童館の構成員等で合計で１０８人、そして民間の保育士あるいは認定こども園の教諭等が２１３人程

度ということで、合計いたしますと３２１人程度となります。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 休憩します。午後２時２０分より再開しますので、そこまで休憩になります。 

   午後０時１５分休憩 

                                         

   午後２時２０分再開 

◇議長（石内國雄君） 再開します。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 日程第１３、議案第１１号 令和３年度玉村町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１４、議案第１２号 令和３年度玉村町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、これ

より本案に対する質疑を求めます。 

 ５番小林一幸議員。 

              〔５番 小林一幸君発言〕 

◇５番（小林一幸君） ページが１０ページになります。健康診査の事業についてお伺いいたします。 

２６４万円の減額という形になりますけれども、これは多分健診の数が減ったというところだと思

うのですが、一応予定として何件いて何件ぐらいしか来なかったからこれだけの減額になったという、

ちょっと数を教えていただければと思います。 

◇議長（石内國雄君） 住民課長。 
              〔住民課長 齋藤善彦君発言〕 
◇住民課長（齋藤善彦君） それでは、小林議員の質問にお答えしたいと思います。 

当初が１，７５０件の見積りで予算のほうを立てていたのですけれども、今回３２０件分のマイナ

スということで、見込みで補正減をさせていただいたところです。 

◇議長（石内國雄君） ５番小林一幸議員。 

              〔５番 小林一幸君発言〕 

◇５番（小林一幸君） これだけ減ったというのがやっぱりコロナの影響なのか、いろいろな影響が

あると思うのですけれども、やっぱりコロナの影響が多いのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 住民課長。 
              〔住民課長 齋藤善彦君発言〕 
◇住民課長（齋藤善彦君） 昨年度は本当にコロナの影響で、かなり減ったのですけれども、それで

も３年度、少し持ち直してはきたのですが、やはりコロナの影響のほうで当初よりも少なかったとい
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うことでございます。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１５、議案第１３号 令和３年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第４号）、これより本

案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１６、議案第１４号 令和３年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第２号）、
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これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１７、議案第１５号 令和３年度玉村町下水道事業会計補正予算（第３号）、これより本案

に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１８ 議案第１６号 令和４年度玉村町一般会計予算 
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〇日程第１９ 議案第１７号 令和４年度玉村町国民健康保険特別会計予算 

〇日程第２０ 議案第１８号 令和４年度玉村町後期高齢者医療特別会計予算 

〇日程第２１ 議案第１９号 令和４年度玉村町介護保険特別会計予算 

〇日程第２２ 議案第２０号 令和４年度玉村町介護予防サービス事業特別会計予算 

〇日程第２３ 議案第２１号 令和４年度玉村町水道事業会計予算 

〇日程第２４ 議案第２２号 令和４年度玉村町下水道事業会計予算 

◇議長（石内國雄君） 日程第１８、議案第１６号 令和４年度玉村町一般会計予算から日程第２４、

議案第２２号 令和４年度玉村町下水道事業会計予算までの７議案を一括議題としたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１８、議案第１６号から日程第２４、議案第２２号までの７議案を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第１６号 令和４年度玉村町一般会計予算についてご説明申し上げます。 

 一般会計予算の内容につきましては、先ほど「施政方針」の中でも述べさせていただきましたし、

お配りした「予算参考資料」の中でも詳しく説明がございますので、ご確認いただければと存じます。 

 それでは、一般会計予算の概要についてご説明申し上げます。 

 令和４年度の予算編成は、引き続き新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と社会経済活動の両

立を図りながら、昨年４月から新たにスタートした第６次総合計画において、町が目指す将来像「暮

らすなら、ここがいい。」を実現すべく編成いたしました。 

具体的には、まちづくりの柱となる６つの重点目標を着実に推進するとともに、将来にわたって持

続可能な行財政運営を堅持するという必要性に鑑み、緊急度、優先度を踏まえた歳出の重点化と中長

期的な視点から安定的な税収基盤の確立に向けた「未来への投資」を基本として、「新型コロナウイ

ルス感染症対策の徹底」、「防災・減災の強靱なまちづくりの推進」、「人生１００年時代の長寿社

会を見据えた地域福祉の推進」、「賑わいを創出する未来への投資」、「子どもの未来に希望をつな

ぐ環境づくりの推進」、「コロナ禍でも子どもたちの学びを保障する教育の推進」、「地方創生・総

合戦略」の全７分野に予算の重点配分を行いました。 

 その結果、一般会計予算の総額は１１６億９，０００万円、対前年度比０．１％の減となりました

が、財源確保が極めて厳しい状況の中、町民生活や地域経済回復の後押しにしっかりと向き合い、こ

れまでの行政サービスの水準を後退させることのないよう、コロナ克服と収束後の社会、地方創生を
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見据えた「新しい未来に希望をつなぐ予算」として編成を行いました。 

 歳出の主な事業といたしましては、まず「新型コロナウイルス感染症対策の徹底」として、その感

染防止対策では、コロナ克服を力強く推し進める３回目の接種となる新型コロナウイルスワクチン接

種対策事業に１億１，１８８万８，０００円を計上いたしました。また、マスクや消毒剤等の基本的

な感染防止対策の備えや感染者が発生した町内業者が行う施設内の消毒等の緊急安全対策を支援する

ため、３５４万６，０００円を計上するとともに、万一学校等の子供に関わる施設において感染者が

発生した際に、拡大ＰＣＲ検査を実施するため、４４０万円を計上いたしました。 

次に、町民生活の支援では、長引くコロナ禍の影響により、住民税非課税相当まで家計が急変した

世帯を応援するため、１世帯当たりに５万円を給付するとともに、低所得世帯の子供１人当たりに２万

円の商工会商品券を交付するほか、コロナ禍で広がる子供の産み控えの対策とともに、子育て世代の

応援として、新生児１人当たりに３万円の商工会商品券を交付するため、総額で１，９９８万

４，０００円を確保し、町内経済の活性化の後押しにつなげていきたいと考えております。 

また、生活支援が急務となっている就学援助費受給世帯の中学３年生の子供１人当たりに、高校進

学準備金として５万円を給付するとともに、コロナ禍で再び休校になっても学びを保障する１人１台

のタブレット端末の効果的な活用を図るため、子供たちが日常的にＩＣＴを活用できるクラウド型デ

ジタル教材を小学校に導入して実践研究するほか、在宅での学びを保障するＷi―Ｆiモバイルルータ

ーの貸出し支援を行うため、総額で６４４万９，０００円を計上いたしました。 

 町内事業者の支援では、事業者の経営の維持・継続を支援するため、コロナ禍の影響を受けた事業

者に対する制度融資として、緊急経済対策資金に１，４２３万８，０００円を計上するとともに、売

上げが減少した小規模事業者等に新たに１０万円を支援するため、４，０００万円を計上いたしまし

た。 

また、農業者の支援では、コロナ禍の影響により、市場価格の低迷等が懸念される「田園都市たま

むら」ならではの麦について、次期作に前向きに取り組む生産者を支援し、新たな需要喚起につなげ

るため、麦種子購入の一部助成として９００万円を計上いたしました。 

さらに、コロナ禍に伴う緊急経済対策として、町内事業者への発注を条件とした住宅等リフォーム

支援事業を実施し、地域経済回復の後押しを推進するため、９，０９１万１，０００円を計上いたし

ました。 

次に、「防災・減災の強靱なまちづくりの推進」では、消防団再編実施計画における第１期再編の

１か所目となる第９分団及び第１０分団の統合を行うため、統合後の活動拠点となる上陽分団詰所を

建設するとともに、統合後の上陽分団の消防力強化を図るため、２台目となる軽可搬式消防ポンプ自

動車を導入するほか、第１期再編の２か所目となる第３分団及び第４分団の統合を進めることから、

南分団詰所建設に向けて実施計画に着手するため、総額で７，３４９万５，０００円を計上いたしま

した。 
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また、ＳＤＧｓ推進の観点からも、２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けて、環境に優し

い新エネルギー導入の推進として、家庭における温室効果ガスの排出を抑制し、災害時の停電に備え

るため、太陽光発電システム及び蓄電池設備の設置者に対して設置費の一部助成を行うとともに、地

震等の災害から町民の生命、身体及び財産を守るため、道路等に面する倒壊のおそれの危険ブロック

塀等の撤去費の一部助成として、総額で４５０万円を計上いたしました。 

さらに、災害等により生活に不可欠な上水道が長期の断水状態となった際に、浄水場や前橋市との

相互応援連絡管から離れた芝根地域に生活雑用水を確保するため、非常災害時の避難所となる芝根小

学校に防災井戸を整備するとともに、大規模自然災害が頻発する中、見直しが行われた浸水想定区域

や警戒レベル、マイ・タイムライン等の避難情報を反映した新たな総合防災マップを作成するため、

総額で２，０７９万円を計上いたしました。 

次に、「人生１００年時代の長寿社会を見据えた地域福祉の推進」では、地域共生社会の実現に向

けて、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、これ

までの介護、障害、子供、生活困窮といった分野ごとではなく、属性を問わない相談支援、参加支援

及び地域づくりに向けた支援の３つの支援を一体的に行う重層的支援体制整備事業を創設し、先進的

な取組とともに、全１２のメニューで総合的に相談支援等のサービスを実施していくことから、総額

で６，９８３万円を計上いたしました。 

次に、「賑わいを創出する未来への投資」では、高崎玉村スマートインターチェンジ北地区工業団

地の造成に向けて、周辺道路やアクセス道路の整備、区域外配水管布設工事等に１億２，１０５万

６，０００円を計上するとともに、町の玄関口としてにぎわいを増す道の駅玉村宿の駐車場不足を解

消するため、駐車場拡張工事費に４，４００万円を計上いたしました。 

道路網の整備では、東部工業団地へのアクセス道路となる町道１０３号線道路改良事業について、

国庫補助を活用し進捗を図るとともに、地域経済の下支えを行う町単独事業として、老朽化した幹線

道路の舗装修繕工事を積極的に推進するため、総額で１億４，９９１万２，０００円を計上いたしま

した。 

さらに、人口減少が進む中、本町が将来にわたって持続して発展していけるよう、雇用の創出、産

業振興、税収増等を図るため、新たな産業団地構想として、候補地の調査、検討を行うとともに、本

町の知名度とブランド力を高め、活気あるまちづくりを推進するため、新たな玄関口となった高崎玉

村スマートインターチェンジ周辺地区に、観光交流拠点となる都市公園の整備について民間活力の導

入可能性を見据えた調査、検討を行うため、総額で１，６６９万８，０００円を計上いたしました。 

 次に、「子どもの未来に希望をつなぐ環境づくりの推進」では、子育て支援体制の充実を図るとと

もに、人口増加を目指す施策として、国の基準では幼児教育・保育無償化制度の対象とならない保育

所、幼稚園等の第２子の保育料及び副食費を引き続き無償化するため、４，５６３万１，０００円を

計上いたしました。 
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また、保育士の人材確保が困難な状況の中、継続して待機児童解消対策を講じていく必要があるこ

とから、子供の年度途中の入所を見据え、あらかじめ基準を超えて保育士を確保し、子供の受皿の拡

充を図った民間保育事業者を支援するため、３２５万円を計上いたしました。 

次に、「コロナ禍でも子どもたちの学びを保障する教育の推進」では、コロナ禍で子供たちとの向

き合い方に難しさが増す中、教員の人材育成をサポートする幅広い教育的知見を持ったキャリア・サ

ポート・スタッフを配置するとともに、教員の事務作業を補助するスクール・サポート・スタッフ及

び中学校における部活動指導員の配置など、継続的な人的支援による教員の多忙解消対策に加え、生

徒にとって望ましい持続可能な部活動と学校現場の働き方改革の実現に向けて、休日の部活動の段階

的な地域移行や合同部活動等の推進に関する実践研究を行うため、総額で１，２１２万２，０００円

を計上いたしました。 

一方、児童生徒の学び方改革の推進では、これからの時代に不可欠となる１人１台のタブレット端

末の活用に必要な指導者用デジタル教科書等の充実を図るとともに、コロナ禍でも学びを保障するオ

ンライン学習を推進するため、小中学校ＩＣＴ教育推進事業として３１４万５，０００円を計上いた

しました。 

さらに、竣工から３５年が経過する南中学校の老朽化したトイレ環境を改善し、学校施設の質的向

上を図るための実施設計費として２３４万３，０００円を計上いたしました。 

最後に、「地方創生・総合戦略」では、町の知名度やブランド力を地域一丸となって進める玉村町

魅力発信機構への支援体制の強化と事業委託により、東京圏を中心とした県内外に対する魅力発信を

強化するとともに、マスメディアの活用や積極的なシティセールスを通じて、誘客と地元特産品の販

路拡大を図ることで、交流・関係人口の増加や地域振興を推進するため、総額で９９７万４，０００円

を計上いたしました。 

また、移住支援では、東京２３区から本町に移住し、県内で起業または県マッチングサイトにより

就業した方のみならず、コロナ禍に伴いテレワーク移住した方や文化センター周辺地区の分譲地にＵ

ターン移住した方など要件を満たした世帯への移住支援金として４８０万円を計上するとともに、少

子化対策では、経済的な理由により結婚を足踏みするカップルを対象に、結婚に伴う新生活に係る新

居の家賃や引っ越し費用等として３０万円を上限に支援するため、結婚新生活支援金として３００万

円を計上いたしました。 

さらに、本町の誇る玉村八幡宮をはじめ、井田家住宅や重田家住宅、嚮義堂など町内にある歴史的

建造物の保存活用について検討する（仮称）歴史浪漫たまむら委員会を立ち上げ、歴史資産の掘り起

こしと磨き上げにより、町の魅力・情報発信を積極的に推進し、地域振興を図るとともに、特に昨年

７月に寄贈された国登録有形文化財「重田家住宅」については、適切な維持管理とともに、歴史資産

としてだけではなく、観光や食、健康などと結びつけて魅力発信できるよう、その委員会を中心に検

討を進めながら、一般公開を行うため、総額で４４５万８，０００円を計上いたしました。 
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歳出の目的別内訳については、衛生費、教育費、公債費等が減少しましたが、総務費、民生費、商

工費、土木費、消防費等が増加しました。特に教育費では、社会体育館長寿命化改修工事の終了によ

り２３．３％減少しましたが、民生費ではコロナ禍に伴う町民生活の応援をはじめ、障害福祉サービ

スや少子高齢化に伴う社会保障費の増大により、４．２％の増加、商工費ではコロナ禍に伴う制度融

資や事業者支援、緊急経済対策住宅等リフォーム支援事業により５６．２％の増加、消防費では上陽

分団詰所建設事業や防災井戸整備事業等により１９．８％の増加となりました。 

 また、性質別内訳については、公債費、繰出金、普通建設事業費が減少し、その他の費目について

は増加となりました。特に繰出金では、下水道事業特別会計の公営企業会計化に伴い、一般会計繰出

金が補助費等に振り替えられたことにより３１．３％の減少、普通建設事業費では、社会体育館長寿

命化改修工事の終了により２１．８％減少しましたが、物件費では重層的支援体制整備事業の創設に

伴い、地域包括支援センター委託料が一般会計化したことや寄附増加に伴うふるさと納税奨励事業の

返礼品などにより２．０％の増加、扶助費では障害福祉サービスに係る社会保障費の増大により

４．０％の増加となりました。 

義務的経費では、扶助費の伸びにより１．５％増加し、予算総額に対する構成比は４１．９％とな

りました。一方、投資的経費では２１．８％減少し、構成比は９．７％となりました。 

 次に、歳入の主なものとして、まずその根幹をなす町税では、町内大手企業の好調な業績を受けた

法人町民税の伸びをはじめ、全ての税目で増加となり、町税全体では４．４％増の４５億９，７６３万

７，０００円を見込むとともに、地方交付税では町税の状況や地方財政計画等を考慮した推計の結果、

１７．２％増の１７億円を見込みました。また、地方交付税を除く交付金全体では、２．０％増の１０億

２，９５１万円を見込みました。 

 国・県支出金では、地域の実情に応じたコロナ対策を行うための新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金の増加等により、７．４％増の２５億６，０６８万３，０００円を見込みました。 

財産収入では、リサイクル物品売払収入の増加により、９４．６％増の２，３６５万２，０００円

を見込むとともに、寄附金ではふるさと納税による寄附応援者のさらなる獲得を目指して、１億

３，０００万円を見込み、４４．４％の増加となりました。 

 繰入金では、重層的支援体制整備事業の創設に伴う介護保険特別会計からの繰入れを１，１１２万

６，０００円見込むとともに、基金繰入金では、ふるさと創生基金等からの繰入れのほか、不足する

財源の確保として財政調整基金からの繰入れを前年度の７億円から１億円減額し、６億円の取崩しで

収支の均衡を図ることができたため、繰入金全体では１２．１％減の６億３，９５９万８，０００円

となりました。 

 町債では、普通交付税の一部振替による臨時財政対策債が国との折半対象財源の不足が生じないた

め、前年度の６億円から２億円に減額となったことなどにより、町債全体では５３．７％減の５億

２，０１０万円を見込みました。 
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 なお、歳入の性質別内訳については、町税収入やふるさと寄附金の伸び等により、自主財源全体で

２．５％増加し、予算総額に対する構成比は５０．３％となりました。一方、依存財源では、社会体

育館長寿命化改修事業の終了や臨時財政対策債の減額など、町債が大きく減少したことなどにより、

全体で２．６％減少し、構成比は４９．７％となりました。 

 以上、本町の財政状況は、少子高齢化に伴う社会保障関連経費の増大や公共施設の老朽化への対応

に加え、新型コロナウイルス感染症という直面する喫緊の課題への対応により、今後も厳しい状況が

続くことが予想されます。 

 そのため、本町が将来にわたって持続的に発展し続けていけるよう、財政基盤を確立する積極的な

未来への投資とともに、ポストコロナの新たな時代を見据えた「新しい未来に希望をつなぐまちづく

り」を推進し、健全で持続可能な行財政運営に努めてまいります。 

 次に、議案第１７号 令和４年度玉村町国民健康保険特別会計予算についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３４億６，６５６万３，０００円と

するものでございます。前年度当初予算と比較しますと、２．５％の増となっております。増額の主

な要因としましては、群馬県に納付する国民健康保険事業費納付金の増加でございます。 

令和３年度は、納付金の算定基礎となる医療給付費が新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う

受診控えの傾向が見られたことから、例年に比べ群馬県全体として減少傾向となったため、納付金総

額も減少しておりましたが、本年度の算定基礎となる医療給付費が新型コロナウイルス感染症流行前

の水準まで戻りつつあることに伴い、納付額が増額となっております。保険給付費に関しましては、

医療給付費が増加傾向となっていることから、前年度予算額に比べ微増となっております。 

 歳入の主なものとしましては、国民健康保険税が７億４，９４２万８，０００円、県支出金が２４億

９３５万８，０００円、繰入金が３億２９５万９，０００円であります。 

 歳出の主なものとしましては、保険給付費が２３億７，９８４万３，０００円、国民健康保険事業

費納付金が１０億２，１０２万１，０００円、保健事業費が３，７０４万１，０００円であります。 

 被保険者数は、新型コロナウイルス感染症の感染状況により増加に転ずることもありますが、年間

を通してみると減少傾向にあります。医療機関の受診状況も感染拡大前の水準に近づきつつあり、ま

た１人当たりの医療費単価は年々増加傾向であるため、引き続き医療費抑制の取組を行ってまいりま

す。医療費増加の要因の１つとしては、生活習慣病が挙げられます。国保特定健診につきましては、

受診率に回復傾向が見られるため、新型コロナウイルス感染症対策を徹底した上で、安心して受診し

ていただけるよう、医療機関とも連携を密にし、取り組んでまいります。 

 今後も医療費適正化を図るとともに、適切な収納対策に取り組み、国保特別会計の健全運営に努め

てまいります。 

 次に、議案第１８号 令和４年度玉村町後期高齢者医療特別会計予算についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億８，６２０万３，０００円とす
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るものでございます。 

 予算の内容については、前年度当初予算に対し、１３．９％の増加であります。主な要因としては、

高齢化による被保険者数の増加により、後期高齢者医療保険料が増加したためであります。 

 歳入の主なものとしては、後期高齢者医療保険料２億８，５４１万９，０００円、保険料軽減分の

保険基盤安定繰入金７，６７８万３，０００円、受託事業収入１，５９６万２，０００円であります。 

 歳出の主なものとしては、広域連合納付金３億６，２２０万４，０００円、健康診査等事業費

１，６８３万９，０００円であります。保険料と基盤安定繰入金は、そのまま群馬県後期高齢者医療

広域連合へ納付いたします。群馬県後期高齢者医療広域連合が保険者でありますが、市町村において

も保険料の徴収や窓口業務の事務がありますので、広域連合と連携を取りながら円滑な運営を図って

まいります。 

 次に、議案第１９号 令和４年度玉村町介護保険特別会計予算についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２５億７，８４６万４，０００円と

定めるものでございます。前年度当初予算と比較しますと、０．４％の減となっております。 

 歳入の主なものにつきましては、６５歳以上の第１号被保険者保険料が６億７，４２３万

８，０００円、国庫支出金４億７，８２８万８，０００円、支払基金交付金６億７，９８７万１，０００円、

県支出金３億６，３８０万６，０００円、一般会計からの繰入金３億８，２１５万円でございます。 

 歳出の主なものにつきましては、総務費３，０７５万円、保険給付費２４億１，４６３万３，０００円、

地域支援事業費１億２，０８４万５，０００円となっており、地域支援事業費につきましては、事業

費の一部を一般会計の重層的支援体制整備事業費へ振り替えるため、対前年度比２５．６％の減とな

っております。 

平成１２年に開始し、２０年が経過した介護保険制度ですが、介護の問題を社会全体で支える制度

として定着してきた一方で、団塊の世代が７５歳以上となる令和７年を目前に、要介護認定者の増加

や介護サービスへの需要の高まりが想定されます。 

 令和４年度においても、「第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」に基づいて、介護保険

特別会計を適正に運営し、自立支援、重度化防止に取り組むほか、認知症施策の推進、地域包括ケア

システムの深化を図り、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちを目指して、介護保険制度

の持続可能性を確保してまいります。 

 次に、議案第２０号 令和４年度玉村町介護予防サービス事業特別会計予算についてご説明申し上

げます。 

 本案につきましては、介護予防サービス事業特別会計の予算を歳入歳出それぞれ４５２万

７，０００円と定めるものでございます。 

 まず、歳入につきまして主なものを申し上げますと、「要支援１・２」と認定された方及び「総合

事業対象者」に対してケアプラン等を作成する介護予防・ケアマネジメント費収入２２４万
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４，０００円、一般会計繰入金等２２８万３，０００円でございます。 

 続きまして、歳出の主なものといたしましては、介護支援専門員の人件費やシステム機器使用料な

ど総務管理費等２３５万４，０００円、予防給付プラン等作成委託料であります介護予防・ケアマネ

ジメント事業費が２１７万３，０００円でございます。 

 次に、議案第２１号 令和４年度玉村町水道事業会計予算についてご説明申し上げます。 

 まず、令和４年度水道業務の予定量でございますが、給水件数を１万７，５３２件、年間総配水量

を４７９万９，０００立方メートルとし、当初予算を編成いたしました。 

 次に、第３条の収益的収入及び支出の予定額でありますが、水道事業収益で５億８，５４２万

３，０００円を予定いたしました。その主なものは、給水収益等の営業収益が５億５，１３６万

４，０００円、営業外収益が３，４０５万８，０００円でございます。 

 続いて、水道事業費用でありますが、５億３，７７３万２，０００円を予定いたしました。その主

なものは、営業費用が５億５９６万８，０００円、借入金利子等の営業外費用が２，６６６万

４，０００円でございます。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出の予定額でありますが、資本的収入につきましては１億

６，３０６万１，０００円を予定いたしました。その主なものは企業債が１億５，０００万円でござ

います。 

 続いて、資本的支出は４億１，６６１万１，０００円を予定いたしました。その主なものは、建設

改良費の２億７，５８８万４，０００円と企業債償還金の１億３，５４２万８，０００円でございま

す。建設改良費の内訳は、資本勘定職員の人件費が１，３５５万４，０００円、水道施設整備工事費

が２億４，９１３万円、設計委託料が１，３２０万円でございます。 

 なお、資本的収支において不足する２億５，３５５万円は、当年度分の損益勘定留保資金、当年度

分の消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分の建設改良積立金及び減債積立金で補填する

予定でございます。 

 次に、第５条では債務負担行為の限度額を９９０万円、第６条では企業債の限度額を１億

５，０００万円とし、第７条では一時借入金の限度額を５，０００万円と定めております。第８条で

は予定支出の各項の経費の金額の流用ができる場合として、収益的支出及び資本的支出における各項

間の流用について定めており、第９条では議会の議決を経なければ流用することができない経費とし

て職員給与費を４，０５８万１，０００円、交際費を１万５，０００円とし、第１０条では棚卸資産

購入限度額を５３７万円と定めるものでございます。 

 引き続き経費の節減と効率的な業務による健全な経営を図るとともに、安全で安定した水の供給が

将来に向け持続できるよう努めてまいります。 

 次に、議案第２２号 令和４年度玉村町下水道事業会計予算についてご説明申し上げます。 

 当町の下水道事業は、令和２年４月から発生主義による公営企業会計に移行しており、令和４年度
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は移行３年目に当たります。 

 まず、令和４年度の業務の予定量でございますが、年度末整備済面積として７７２ヘクタール、年

間有収水量を２７４万１，０００立方メートル、主要な建設改良事業として管渠整備工事費５億

１，４３０万円を第２条に定めました。 

 次に、第３条の収益的収入及び支出の予定額でありますが、下水道事業収益で７億９，７６７万

１，０００円としました。主なものは、下水道使用料等の営業収益が３億３，１８８万１，０００円、

一般会計繰入金等の営業外収益が４億６，５７８万９，０００円でございます。 

 続いて、下水道事業費用ですが、７億５，００８万１，０００円を予定いたしました。主なものは、

営業費用が６億４，４７５万１，０００円、企業債利子等の営業外費用が１億２７２万９，０００円

であります。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出の予定額でありますが、資本的収入につきましては７億

８，３３２万２，０００円としました。主なものは、企業債の５億４，２６０万円、補助金の１億

５，７５０万円でございます。 

 続いて、資本的支出は１０億８，５７３万８，０００円を予定しました。主なものは、建設改良費

の６億１，１９３万３，０００円及び企業債償還金の４億７，２３２万２，０００円でございます。 

 なお、資本的収支において不足する額３億２４１万６，０００円は、過年度分及び当年度分の損益

勘定留保資金、過年度分及び当年度分の消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金並びに

建設改良積立金で補填する予定でございます。 

 次に、第５条では企業債の限度額を５億４，２６０万円、第６条では一時借入金の限度額を４億円

とし、第７条では予定支出の各項の経費の金額の流用ができる場合として、収益的支出及び資本的支

出における各項間の流用について定めております。 

 第８条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費として、職員給与費を

４，６６３万１，０００円とし、第９条では他会計からの補助金として、一般会計からの基準外繰入

金を１億３，０７９万４，０００円と定めるものでございます。 

 最後になりますが、公共下水道の整備は、町民生活の環境改善及び河川の水質保全のための重要な

施策であります。本町は、町全域が下水道整備の計画区域となりますので、積極的に整備を進めると

ともに、効率的な業務により、経営の健全化を図ってまいります。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明を終了いたします。 

 これより総括質疑を行います。 

 各予算に対する総括質疑は、玉村町議会運営に関する基準により、款項の範囲で行うようお願いい

たします。款項までの大枠の質疑を行うようにお願いいたします。具体的な詳細については、予算特

別委員会でお願いいたします。 
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 最初に、日程第１８、議案第１６号 令和４年度玉村町一般会計予算に対する総括質疑を求めます。 

 ４番新井賢次議員。 

              〔４番 新井賢次君発言〕 

◇４番（新井賢次君） 今ご説明いただいた中で、一般会計予算の参考資料中の重点７分野に、６番

目で「コロナ禍でも子どもたちの学びを保障する教育の推進」とあります。同じことが１１ページの

重点プロジェクトの中でもやっぱり６番手で同じ記載がございます。この重点プロジェクトの中で、

この６番だけ「コロナ禍でも」という言葉が入っています。ほかの項目、例えば５番にしても、コロ

ナ禍でも当然やることであると思います。６番だけなぜこういう形で「コロナ禍でも」という形にさ

れたのか、その辺のご説明をお聞きしたいと思います。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 新井議員の指摘のとおり、コロナ禍で特に子供が学校を休みになったりして、

それが生活環境とかいろんな形に及んできますので、そういうのも踏まえて、そういった子供たちの

教育支援というところにも力を入れるという意味です。 

◇議長（石内國雄君） ４番新井賢次議員。 

              〔４番 新井賢次君発言〕 

◇４番（新井賢次君） 例えばコロナ禍でも当然小中学生の給食費の一部の免除だとかすることはあ

ると思いますが、５番目の例えば陣痛タクシー事業でも、それから保育士確保支援事業でも、コロナ

禍でも当然やることですよね。ですから、６番に「コロナ禍でも」ということをつけたことが私すご

く、何でここだけこの言葉が要るのかなと思っただけなのです。要するに５番も全部コロナ禍でもや

らなくてはいけないことなのではないかと思ったので、こういう区切りをしたことがどういう理由な

のでしょうかということをお聞きしたかったのですけれども。 

◇議長（石内國雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原保宏君発言〕 

◇総務課長（萩原保宏君） 「コロナ禍でも」と入れたのは、コロナ禍で、具体的には子供たちの学

校が休業になってしまったり、いろんな制約を受けている中で、学びを保障するのですよということ

で、あえてコロナ禍でもということを強調させていただいたものでございます。 

◇議長（石内國雄君） ４番新井賢次議員。 

              〔４番 新井賢次君発言〕 

◇４番（新井賢次君） 分かりました。ただ、コロナ禍でもやる中で、例えばトイレの改修工事が、

例えば５番に比べて本当に６番目なのかなという感じです。それだけです。分かりました。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

 ６番月田均議員。 
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              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 質問します。 

今年の予算は１１６億９，０００万円ということで、去年とほとんど変わらないと。でも、よく見

ますと、教育費が約４億円減っていると。これは社会体育館の改修がなくなったということで、増加

しているのを見ますと、消防費が１億円、上陽分団とかいろいろありますので増えたと。あと、商工

費が約１億円、これは小規模事業者の支援とかリフォームとか、これが補正ではなくて第１回の予算

でついたということで２億円増だと。あと、ではどこが２億円増えているかというと、民生費なので

す。これが増えていると。過去を見てみると、民生費が毎年継続して上がっているということなので

す。だから、私不安なのは、今後少子高齢化がどんどん進んでいくと、民生費がどんどん増えてきて、

ほかの業務とか、ほかの事業ができなくなるという不安があるのですけれども、この辺に関しては町

はどんなふうに、民生費に関してはどんなふうに考えているかお聞きします。民生費が今後増と私は

見ているのですけれども、町としてはどのように考えているかお聞きします。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えいたします。 

正しく答えられるかちょっと不安なのですけれども、これからというか、もう超高齢化社会という

ことで、ますます今後も高齢者が増えて子供が減っていくというのが進んでいくと思います。その中

で、玉村町とすると、例えば筋力向上トレーニング事業だとか、あとは居場所づくりとかということ

をやりながら、なるべく介護保険を使わないような、介護保険を使わないというか、要介護認定を受

けないような、そんなことをすることによって介護保険財政を、例えばどんどん右肩上がりだったも

のをやや横並びにしていくだとか、あと元気になればなるほど医療費のほうも当然、減ってはこない

かもしれないのですけれども、横に、右肩ではなくて水平になっていくというか、そういうことでな

るべく民生費、高齢者、あとは障害者もそうなのですけれども、民生費のほうになるべくそういった

形で、元気な人たちを、元気でいられる時間をいかに長くするかということが多分すごく大事になっ

てくるのかなというふうに考えていますので、その辺を一般会計に今回入れさせてもらった居場所づ

くりだとか、ふれあいの居場所づくりと筋力向上トレーニング事業とか、そういったものを組み合わ

せながら継続して、元気なお年寄りをどんどんつくって、なるべく民生費の上昇を抑えていきたいと

は考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 分かりました。一般会計予算の提案説明で、「財政基盤を確立する積極的な

未来への投資とともに」と言っているのですけれども、財政基盤を確立する積極的な未来への投資と
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いうのは、今具体的にどういうことを考えているか、今年の予算ではどういうことを考えているか聞

きたい。 

◇議長（石内國雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原保宏君発言〕 

◇総務課長（萩原保宏君） 町の課題としますと、やはり人口減少対策が大きな課題だと思っていま

すけれども、先ほど月田議員さんがおっしゃったように、民生費が大幅にどんどん伸びていく。この

要因は何かといいますと、少子高齢化によって社会保障費がどんどん、国だけではなくて玉村町もど

んどん伸びていくということでありますので、今後歳入を増やすという努力をしていかなければなら

ないと考えております。そのために企業誘致、スマートインター北の工業団地の造成であるとか、新

たに東の工業団地の拡張であるとか、そういったことのほかに人口を増やすための様々な政策を用い

て、玉村町の少子高齢化を少しでも食い止めて歳入を確保していくことが現在は最優先課題だと考え

ております。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

１番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） 予算編成に当たりまして、経常収支比率が硬直的であって弾力性がないとい

うことで、要するに政策的経費に使える財源が乏しいということでありまして、私も県庁時代に地方

課財政係にいて、地方交付税の算定をしたことはあるのですけれども、そういった場合の指導として、

町単独事業とか村単独とか市単独とか、こういうものはできるだけ抑制をして、ひもつき財源という

言葉は悪いのですけれども、できるだけ国のお金や、要するに寄附金とか特定財源のあるもので事業

を行ってくださいというような指導をしたことがありまして、町の場合は町単独事業もあるのですけ

れども、そういうふうな大きな財政運営について、基本的な考え方というのはどのように考えていら

っしゃいますか教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原保宏君発言〕 

◇総務課長（萩原保宏君） 羽鳥議員さんには、県庁のときに大変いろいろご指導いただきましてあ

りがとうございました。町としますと、もちろん様々な事業を進める上に当たって、国の補助金であ

るとか県の補助金を使って事業を行うということが最も効果的であると考えておりますけれども、町

独自の施策として、補助の対象にならないものも幾つかあります。これは各自治体によって違います

けれども、地域で求められているもの、過疎地域であれば生活を維持するために様々なサービスがあ

りますし、都市部であれば都市部に応じたサービスがあると思います。玉村町においても、玉村町に

おける必要なサービスを議会に提案させていただいて議決をいただいておりますけれども、例えば玉

村町は急激に人口減少が続いているということで、現在少子化対策には大きな金額を使用させていた
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だいておりますが、そういった地域ならではの事業については、町単独の予算を使って町の活性化を

図っていくことが必要だと考えております。今回も地方創生等で単独の事業も幾つか組み入れさせて

いただいていますけれども、できるだけその事業で効果を出して人を呼び込んだり、町の活性化が図

れるようなことについては、補助でなくても積極的に投資をしていきたいと考えております。 

また、今回のコロナ対策経費についても、新年度については３億２，０００万円ほど使っておりま

すが、補助対象外としても単独で６，６００万円ほどつぎ込んでおりますので、必要な経費について

は、これが単独で効果的であると認められるものについては、財政支出を行っていきたいと考えてお

ります。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） 玉村町は、地勢的な地理的条件は大変いいものですから、あまり無理をしな

くても財源が、物流関係とか、それから個人の町民税、給与所得に応じた前年度の安定的な、大体今

４割ぐらいですか、町税が、見ますと。その中で個人の町民税が大きな割合を占めているのですけれ

ども、こういうところが比較的、景気の大きな波によることなく、安定していますものですから、そ

れほど大きな出っ張り、引っ込みがないのですけれども、それにも増してこういった非常に厳しい状

況の中ですから、私はあまり極端に町単独事業を増やすことによって町政の特色を出すとかというふ

うなこともとても大切だと思いますけれども、さっき言ったプライマリーバランスの話も町長から出

ましたけれども、そういった点も考慮いただきながら町政の運営をしていただきたいと思います。ま

た一般質問の中でも一部やらせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） 先ほど質問にも出ましたけれども、町が今後１０年を考えていくと、相当少

子高齢化で人口の減少、こういったものが容易に想像できるかと思います。先ほどあった安定的な収

入も、そういう面でいきますと非常に心細いものがあるわけなのですけれども、人を呼び込むために、

玉村町では土地が、線引きがされているものですから、それを確保する、人を呼び込むといっても呼

び込む場所がなければしようがないわけなので、それを確保するための空き家対策事業、この費用が

若干削られているように思うのですけれども。もう一点は、それで空き家をつくるということではな

くて、人を呼び込むための施策というのですか、それの項目があまり見当たらないということ。町全

体の魅力発信ということではありますけれども、呼び込むための施策というのは何か考えていないで

しょうか。 

◇議長（石内國雄君） 内容的にちょっと細かい内容の話になってきているのですけれども、総括質

疑ということでもう一度。 
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◇３番（松本幸喜君） 町全体の在り方、その町政全体の在り方として、要するに人口、若い世代を

呼び込む施策が必要だという趣旨なのですけれども、個々のもの…… 

◇議長（石内國雄君） 今回の予算についての総括的な質疑ですから、一般質問とは違いますので、

そこのところもう一度お考えいただいて。 

◇３番（松本幸喜君） 分かりました。では、一般質問の中でそういったことも取り上げていきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） 今回の予算の中で重層的支援体制整備事業というのがたくさん出てくるの

ですが、この体制を一般会計化したという意義というか、なぜ一般会計化したのかとか、あとは機能

強化を図るということですが、これだけの事業をここに、１６ページにある事業を、ここに何か１０項

目ぐらいあるのですけれども、ここの中にも地域包括支援センター、基幹相談支援センター、幾つも

支援センターに分かれていると思うのですが、これを重層的な、重ねていくというのは分かるのです

けれども、それを一括でここにどうにかするという組織とは違うのですか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えします。 

 この事業の目的が、今それぞれ高齢、障害、子供、貧困というふうに分かれています。例えば高齢

だったら介護保険のほうに入っていたりしている部分がありますので、まずは国の方針なのですけれ

ども、国がこの重層化を進めている中で、まずやり方として、今実際に問題として、例えば８０５０問

題ではないのですけれども、お年寄りを子供が面倒を見ているだとか、その中に貧困があったりだと

か、もしかすると子供もいらっしゃったりするとかという可能性もあります。そういった中で、今ば

らばらで動いているものを重層化という一つのまとまりにして、その中で今までどおり、物は別なの

ですけれども、だけれども、重層化というものにする中で、一つの連携をしやすくするということを

想定しているのだと思います。ちょっと答えになっているかどうかあれなのですけれども、すみませ

ん。 

              〔「一般会計化した」の声あり〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 一般会計化したのは、重層化するのに当たって国の方針とすると一

般会計でということだったので、介護保険にあるものを一般会計に持ってきたりということを行って

います。 

◇議長（石内國雄君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 
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◇８番（三友美惠子君） そうしますと、今ここの事業を見ていますと、みんな健康福祉課の担当に

なっているのですよね。これから重層的というのは子ども支援だったり、いろんなものが重なってく

ると思うのですが、健康福祉課だけでこの整備事業をやっていくのかということなのですけれども、

何か新たな組織を、整備についての新たな体制をつくっていくとかということではなくて、今までど

おり健康福祉課の中だけでやっていく事業になるのか、子ども育成課、学校教育課、全ていろんな課

に係わってくるような事業を重層的にやるのかなと私は思っていたのですけれども、この課が全部健

康福祉課だけになっているので、これはどういうことなのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えいたします。 

 当然子ども育成課とかとも連携しなくてはいけない部分があって、重層化の中に項目もございます。

今回の一般会計の重層化のほうに持ってきたのは、まずは健康福祉課のものをちょっと持ってきたと

いうのが現状であって、将来的には当然子ども育成課なりが入ってくるということは考えられます。 

◇議長（石内國雄君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） そうしますと、現在これもまだ入ったばかりで、今は健康福祉課だけとい

うことですね。これからいろんな課が入ってくる。そのために大きな組織をつくるということはない

わけですか。この事業に向けての、健康福祉課だけでやるのではなくて、大きな目で見られるものと

いうのをつくる必要があるのではないかなと思ったのですけれども。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） この重層化自体がやっている自治体というのがそれほどないという

中で、今手探りでやっているような状態です。例えば群馬県内でもやっているところがあるので、そ

こと情報交換しながら、どうやって進めているのかということを今話し合っているという中なので、

まずはこういう形を、取りあえず取らせてもらって、それからまとめるというのがあるかどうか、ち

ょっと私も勉強不足ですみません。そこまでやっているところがあるかどうか分からないのですけれ

ども、まず中心的なことを健康福祉課のほうで担って、そこから徐々に広げていくというイメージだ

とは考えています。 

◇議長（石内國雄君） 大枠の質疑であります総括質疑、ほかにありますでしょうか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 
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 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 日程第１９、議案第１７号 令和４年度玉村町国民健康保険特別会計予算に対する総括質疑を求め

ます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 日程第２０、議案第１８号 令和４年度玉村町後期高齢者医療特別会計予算に対する総括質疑を求

めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 日程第２１、議案第１９号 令和４年度玉村町介護保険特別会計予算に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 日程第２２、議案第２０号 令和４年度玉村町介護予防サービス事業特別会計予算に対する総括質

疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 日程第２３、議案第２１号 令和４年度玉村町水道事業会計予算に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 
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 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 日程第２４、議案第２２号 令和４年度玉村町下水道事業会計予算に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 これをもちまして、令和４年度玉村町一般会計予算ほか６会計予算に対する総括質疑を全て終了い

たします。 

                      ◇                   

〇予算特別委員会の設置・選任の件 

◇議長（石内國雄君） お諮りいたします。 

 日程第１８、議案第１６号 令和４年度玉村町一般会計予算から日程第２４、議案第２２号 令和

４年度玉村町下水道事業会計予算までの７議案については、議員全員で構成する予算特別委員会を設

置し、これに付託の上、審査することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１８、議案第１６号から日程第２４、議案第２２号までの７議案については、議員

全員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定いたしました。 

 ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、玉村町議会委員会条例第６条第

４項の規定により、議員全員を指名したいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議員全員を予算特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第２５ 議案第２３号 町道路線の認定について 

◇議長（石内國雄君） 日程第２５、議案第２３号 町道路線の認定について、これより提案理由の

説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第２３号 町道路線の認定についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、令和３年度道路台帳補正における認定に係るものでございます。 

 主な内容は、開発行為等で道路整備後に所有権を町に帰属及び寄附された道路を新規認定するもの
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でございます。今回の認定路線数は２路線、延長９４．２８メートルとなっております。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２６ 議案第２４号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議につ 

              いて 

◇議長（石内國雄君） 日程第２６、議案第２４号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する

協議について、これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第２４号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について

ご説明申し上げます。 

 本案は、群馬県市町村総合事務組合の組織団体である桐生地域医療組合が、令和４年３月３１日を

もって常勤の職員に係る退職手当支給事務の共同処理を終了することに伴い、同組合の組織団体が組

合を脱退せずに常勤の職員に係る退職手当支給事務の共同処理を終了する場合に、退職手当の支給事

務に係る負担金の還付または特別徴収を引き続き行えるようにするものでございます。 

また、併せて組織団体である邑楽館林医療事務組合の名称が、令和４年４月１日から「邑楽館林医

療企業団」に変更されるため、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を求めるものでござい
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ます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２７ 議案第２５号 群馬県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の 

              数の増加及び規約の変更について 

◇議長（石内國雄君） 日程第２７、議案第２５号 群馬県市町村公平委員会を共同設置する地方公

共団体の数の増加及び規約の変更について、これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第２５号 群馬県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の

増加及び規約の変更についてご説明申し上げます。 

 本議案は、群馬県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体に、令和４年４月１日から館林市

が加入し、邑楽館林医療事務組合が邑楽館林医療企業団へ名称変更するに当たり、群馬県市町村公平

委員会共同設置規約を変更することについて協議したいので、地方自治法第２５２条の７第３項にお

いて準用する同法第２５２条の２の２第３項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で提案説明を終了いたします。 
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 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇散  会 

◇議長（石内國雄君） 議事の都合により、３月２日から６日までの５日間は本会議は休会といたし

ます。 

 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会といたします。 

 なお、３月７日は、午前９時までに議場へご参集願います。 

 ご苦労さまでした。 

   午後３時３８分散会 


